
東

日
野
町
を
市
三
ず
る
処
分
申
請
書

京

都

南

多

摩

郡

日

野

町
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日
調
発
第
一
、

O

寸コ

プで

Eコ
τ7 

昭

和

三

十

八

年

九

月

二

日

東

京

都

知

事

東

龍‘

口
H

野

町

第

東

京

都

南

多

摩

郡

日

野

町

を

市
と
し
、

別
紙
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
い
た
し
ま
す
。

三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、

/ 

太を

市

と

東

京

都

南

多

摩

郡

日

野

町

長

古

谷

民B

殿
す

る

処

分

申

請

に

て

つ

v、

昭
和
三
十
八
年
十
一
月
三
日
か
ら
施
行
い
た
し
た
い
の
で
、 太

良E
地
方
自
治
法
第
八
条 日野市役pft

3J キヰ資
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理

由の

議

決

幸

一回

のの

現現名、

よ
書況況

び

市

名
目

志、表表

次

(

経

緯

の

概

要

を

含

む

〉

よ

び

会

議

録

の

、

議

会

写

4 

一、

町

/戸、、

1 4 

四

町

ム

¥ノ

五

、

市

名

" 

¥、J

1 8 

B 
選
rムヲ

疋三

32 

の

理

由

六

、

市

役

所

の

位

置

左

ら

び

に

位

置

選

定

の

理

由

な

よ

び

そ

の

経

緯

七
、

関

八、

住

九

係

民

感

J情

sl の

動

33 

面

34 

向

42 

市

と

在

る

た

め

の

要

件

を

-

証

す

る

資

料

45 
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E里

由

書

(

経

緯

の

概

要

を

含

む

、ー〆





け

町

は

市

制

を

施

行

す

る

と

と

K
よ
っ
て
行
政
の
水
準
を
高
め
、

と
し
て

h

る。

住
民
に
対
し
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
供
与
す
る
と
と
を
念
願

日
野
町
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
八
年
七
月
一
日
現
在
五
三
、
七
三
(
)
人
に
達
し
、
そ
の
産
業
構
造
げ
い
な
い
て
も
都
市
的
業
態

K
従

事
す
る
世
帯
主
幹
よ
び
そ
の
世
帯
員
は
、
全
体
の
八
八
婦
を
占
め
、
そ
の
大
多
数
は
町
内
に
所
在
す
る
大
工
場

K
な
い
て
、
い

わ
ゆ
る
国
策
托
沿
う
重
要
産
業

K
従
事
し
て
い
る
。
ま
た
町
の
形
状
も
家
屋
は
連
た
ん
じ
、
道
路
は
縦
横
に
走
り
都
.市
的
形
態

は
概
ね
整
つ
て
な
り
、
上
下
水
道
等
町
事
業
は
近
隣
先
市
に
対
し
遜
色
の
な
い
状
態

K
あ
る
。

ー

一
方
、
地
方
自
治
法
そ
の
他
の
法
令

K
よ
れ
ば
、
地
方
公
共
団
体
の
行
う
事
務
に
つ
い
て
、
市
は
町
村
よ
り
は
る
か

に
多
い

サ
ー
ビ
ス
を
住
民

K
供
与
す
べ
き
と
と
を
規
定
し
て
あ
る
。

ζ

れ
K
よ
っ
て
、
上
述
の
ど
と
ぐ
既
に
都
市
的
環
境
に
な
か
れ
て
い
る
住
民

K
対
し
、
先
市
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
供
与
し、

市
民
的
感
覚

K
基
づ
ぐ
住
民
意
欲
の
高
揚
と
相
倹
っ
て
諸
般
の
施
設
を
増
強
し
、

福
祉
国
家
建
設
の
一

端
を

K
左
う
と
と
が
日

野
町
に
諜

せ
ら
れ
た
責
務
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

二

住
民
は

市
と
な
る
と
と

K
よ
っ
て
、

行
政
、
社
会
経
済
、
家
庭
生
活
上
に
な
い
て
更

K
向
'
上
す
る
と
と
を
切
望
し
て
い
る
。

現
在
の
日
野
町
民
は
、
理
想
的
左
都
市
計
画
の
も
と
に
明
る
ぐ
美
し
ぐ
住
み
よ
い
環
境
、
商
工
業
の
発
展
、
交
通
通
信
施
設
の

完
備
、
教
育
文
化
、
福
祉
施
設
の
拡
充
を
ね
が
っ
て
い
る
。

と
れ
ら
の
希
望
を
早
急

K
解
決
す
る
道
は
、
市
制
施
行
に
基
〈
市
的
形
態
の

整
備
と
都
市
的
施
策
の
遂
行

に
よ
る
ほ
か
左
い

も
の

と
考
え
る
。

一一一

市
と
左

る
べ
き
要
件
は
備
っ
て
い
る
。

後
述
の

「
現
況
表
A

-
B
」
な
よ
び
「
市
と
左
る
と
と
を
証
す
る

資
料

」

日

野

町
は
昭
和
十

年
前
後
よ

り
工
業
適
地
と
し
て

着

目
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
日
野
五
社
」
を
初
め
と
す
る
十
数
社
の
進
出
が
あ
り
、

戦
後
の
経
済

発
震
に
つ
れ
て
大
小
八

O
社
あ
ま
り
の
工
場
が
設
立
さ
れ
、
と
れ
に
伴
っ
て
遂
年
的

K
増
加
し
て
き
た
人
口
は
昭
和
三
十
三
年

七
生
村
と
の
合
併
時
に
は
三
万
人
を
数
え
、
新
町
誕
生
と
同
時
に
開
発
さ
れ
た
多
摩
平
団
地
そ
の
他
十
指
に
あ
き
る
介
譲
住
宅

地
の
入
居
陀
よ

っ
て
飛
躍
的

K
増
加
し
、
本
年
六
月
五

日
実
施
さ
れ
た
常
住
人

口
調
査
に
よ
れ
ば
五
時

一
二
一
一
一
人
を
数
え
る
に

至
っ
た
。

に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、



(四)

町
内

の
国
鉄
中
央
線
、
京
王
帝
都
電
鉄
に
属
す
る
駅
は
そ
の

数
六
に
達
し
、
各
駅
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
市
街
地
は
す

べ
て

接
続
し
て
な
夕
、
町
全
体
は
既
に
市
的
形
態
を
な
し
て
い
る
と
言
つ
で
も
過
言
で
は
左
い
。
即
ち
人
日
密
度
は
町
田
市
の

一
、
二
六
七
人
、
八
王
子
市
の
一
、
O

六
四
人
に
対
し
、
日
野
町
は
一
、
九
八
一
人
(
昭
和
三
十
八
年
七
月
一
日
現
在
都
総
務
局
統
計

部
「
東
京
都
の
世
帯
と
人
口
」
，
)
と
な
っ
て
な

b
、
先
市
に
対
し
で
遜
色
を
認
め
な
い
と
と
が
立
証
さ
れ
る
。

{
自
著
は

八
、
公
署

ほ
三
を

数

え
、
学
校
に
つ
い
て
は
新

に
都

立
工
業
専
門
学
校
の
ほ
か
明
星
学
院
大
学
等
の
設
立
も
予
定
さ

れ
て
い
る
0

・

-

，

公
営
企
業
に
つ
い
て
は
上
水
道
遊
び

K
下
水
道
事
業
を
経
営
し
、
相
当
の
業
績
を
あ
げ
て
い
る
が
、
更
に
拡
張
計
画
を
す
〉

め
て
い
る

。

国
、
都
税
の
一
r

人
当
り
納
税
額
も
近
隣
市
町
を
は
る
か
に
上
廻
る
状
態

K
あ
h
y
、
日
野
自
動
車
工
業
械
を
始
め
と
す
る
、
い

わ
ゆ
る
日
野
五
社
及
び
東
芝
電
機
側
日
野
エ
場
を
中
心
と
す
る
各
事
業
所
の
発
展
な
よ
び
一
般
勤
労
者
の
所
得
の
増
加
に
よ
る

町
財
源
の

見
通
し
は
極
め
て
明
る
い
も
の
が
あ
る

。

現
在
、
日
野
町
の
都
市
計
画
に
か
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
の
人
口
を
十
二
万
と
想
定
し
、
住
宅
地
な
よ
び
工
業
団
地
の
開
発

を
行
い
、
居
住
宅
と
商
工
業
の
発
展
に
つ
い
て
よ
り
以
上
の
充
実
を
期
し
て
い
る
。

以
上
の
概
況
に
よ
っ
て
、
日
野
町
が
市
と
な
る
べ
き
要
件
は
充
分

K
満
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

経
緯

の
概
要

日
野
町
の
住
民
登
録
人
口
が
、
そ
の
数
五
万
を
突
破
し
、
市
と
在
る
と
と
が
町
当
局
及
び
住
民
の
間

K
話
題
と
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
七
年
六
月
末
で
あ
る
が
、
同
年
十
月
一
日
新
市
小
平
市
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
日
野
町
民
の

中
か
ら
も
「
人

口
五
万

K
左
っ
た
の
だ
か
ら
市
に
左
れ
る
の
で
は
左
い
か
」
「
日
野
町
は
い
つ
か
ら
市
に
な
る
か
」
等
、
町
当
局
に
対
し
て
再

三
の

問
い
合

わ
せ
が
左
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
日
野
町
長
な
よ
び
日
野
町
議
会
は
、
地
方
自
治
法
第

二
五
四
条
に
係
る

人
口
定
義

の
改
正
を
市
制
施
行
準
備
の
第
一
方
針
と
定
め
、
同
様
の
条
件
を
具
備
す
る
大
阪
府
北
河
内
郡
門
真
町
、
東
京
都
北
多
摩
郡
東

村
山

町
、
同
保
谷
町
〆の
四
町
を
以
て
す
る
市
制
連
絡
協
議
会
を
設
け
で
、
そ
の
事
務
局
を

日
野
町
に
な
き
、
同
年
十
月
三
十
日

よ
り
「
市
の
要
件
中
、
人
口
の
定
義
改
正
促
進
」
に
関
し
て
政
府
詑
び
に
国
会
に
対
し
陳
情
を
行
い
、
再
三
の
折
し
よ
う
を
重

ね
た
結
果
、
昭
和
三
十
八
年
六
月
四
日
地
方
自
治
法
第
二
五
四
条
に
係
る
人
口
定
義
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

← 2 ...... 



一
方
、
町
長
は
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
八
日
日
野
町
広
報
(
市
制
特
報
第
一
号
)
に
よ
っ
て
、
市
制
施
行
の
意
志
台
よ
ぴ

市
制
の
準
備
に
つ
い
て
町
民
に
発
表

し
、
更
に
昭
和
三
十
八
年
一
月
一
日
広
報
(
市
制
特
報
第
二
号
)
に
な
い
で
、
日
野
町
長

蛇
び
に
日
野
町
議
会
議
長
の
年
頭
の
辞
と
し
て
刊
「
昭
和
三
十
八
年
は
日
野
町
が
新
市
と
し

て
躍
進
す
る
年
」
で
あ
る
こ
と

を

述
べ
、
人
口
定
義
改
正
に
関
す
る
陳
情
等
、
市
制
準
備
の
経
過

K
つ
い
て
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内
各
所
に
会
合
を
設
け

て
町
民
と
懇
談
し
、
町
の
現
況
、
市
制
の
必
要
性
及
び
こ
れ
に
よ
る
行
財
政
面
の
変
化
、
利
害
得
失
等
に
つ
い
て
説
明

L
、
単

独
市
制
の
実
現
に

つ
い
で
町
民
の

意
向
を
打
診

し
た
と
と
ろ
、
何
れ
の
会
場
に
な
い
て
も
市
制
施
行

K
賛
意
を
表

し、

早
期
施

行
を
望
一
む
声
が
圧
倒
的
で
あ

っ
て
、
市
制
そ
の
も
の
に
反
対
な
意
見
は
全
ぐ
左
か
っ
た
。
(
八
住
民
感
情
の
動
向
参
照
〉

と
L

に
な
い
て
日
野
町
は
、
昭
和
三
十
八
年
六
月
一
日
町
民
集
会
場
、
七
生
支
所
、
第
二
、
第
五
小
学
校

K
町
民
を
集
合
し
、

「日

野
町
を
市

と
す
る
た
め
の
常
住
人
口
調
査
を
行
う
」
旨
を
告
げ
て
調
査
に
協
力
を
求
め
た
。

次
い
で
六
月
五
日
日
野
町
常
住
人
口
調
査

(
指
定
統
計
第
一

O
四
号
の
四
)
が
町
民
の
自
発
的
協
力

K
よ
っ
て
極
め
て
円
滑

に
実
施
さ
れ
、
日
野
町
人
口
は
五
四
、

一
二
三
人
(
下
町
一

d
h司
匂
)
在
る
ζ

と
が
立
証
さ
れ
、
市
と
左
る
べ
き
要
件
中
、
人
口

代
つ
い
て
は

一
応
の

資
格
を
得
る
に
至

っ
た
。

以
上
の
経
過
に
よ
っ
て
、
町
民
の
市
制
施
行
に
関
す
る
意
向
は
明
白
と
な
っ
た
の
で
、
八
月
二
十
四
日
日
野
町
議
会
全
員
協

議
会
に
な
い
て
市
制
を
施
行
す
る
旨
発
言
が
左
さ
れ
た
が
、
全
員
一
致
し

て
と
れ
を
諒
承
し
た
。

か
ぐ
て
日
野
町
長
は
新
市
建
設
に
つ
い
て
、
大
い
な
る
希
望
と
確
信
を
以
て
昭
和
三
十
八
年
八
月
三
十
日

を
町
議
会
に
提
案
し
八
月
三
十
日
絶
対
多
数
を
以
て
可
決
さ
れ
た
。

-3-

「
日
野
町
を
市
と
す

る
処
分
の
申
請
に
つ
い
て
」





一
一
、
議
会

σ〉
議

決

窪

田

お

よ

び

会

議

録

の

よ子





議

案

第

五

東
京
都
南

の
と
す
る
。

Eコ
方

日

野

町

を

市

と

す

る

処

分

の

申

誇

に

多
摩
郡
日
野
町
を
市

と
し
、

昭
和
三
十
八
年
八
月
三
十
日
提
出

と

の

謄

本

は

昭
和
三
十
八
年
十
一
月

同
日
原
案
可
決

日

野

議

決

蓄

の

原

本

と

相

違

を

い

と

と

を

認

証

す

昭

和

三

十

八

年

八

月

三

十
一

日

日
野
町
#
議
会
議
長

町

つ

い

て

日
か

長る

ら
施
行

す
る
処
分

を
東
京
都
知
事

K
申

請

古

谷

太

正

国

す
る
も

庁内

u

z
マい
h
p

務
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昭
和
三

十
八

年
度
第
五

日

回
臨
時
会

野

田了

二世

話完

八

A 
-p;; 

月

十
日
)

会

議

録

r--、南

第

五

多

摩

Cコ
ー弓君E

¥ーノ

日

野

町

議

会
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昭

和

三

十

八

年

度

第

五

回

臨

時

町

議

会

会

議

録

昭
和
三
十
八
年
八
月
三
十
日
第
五
回
臨
時
町
議
会
は
、

一
、
応
招
議
員
は
次
の
通
タ
で
あ
る
。

第

丸正

一

番

三

番

五

番

第

七

番

第

九

番

第
十
一

番

第

十

三

番

第
十

五

番

第

十

七

番

第
十
九

番

第
二
十一

番

第
二
十
コ
蕃

第
二
十
五
番

第
三
十
中
審

第
二
十
v

主
否

清

水

一
一
、
不
応
招
議
員
は
次
の
通

b
で
あ
る
。

第?事

滝和板

僑j額

清金

水子

喜一，罵

+.毘
~7J 

円
い
M
ポハ付

島

山伊 北永

藤村原

左

し

三
、
出
席
議
員
は
次
の
通
り
で
あ
る

。 国山田回下

留武七新兼淳美様新文芳

日
野
町
役
場

K
招
集
さ
れ
た

。

務

第

番

之太

助郎三郎蹴郎

2事

都

吾雄

四

番
六

番
八

番

第

十

番

第
十

二

番

第
十

四

番

事
十
六

番

第
十
八

番

第

二

十

番

第
二
十
二
番

第
二
十
四
番

第
二
十
六
番

第
二
十
八
番

第

三

十

番

~ 
コfコ

t，;;~ 
sλコ

土
口

太

良E

虫B

雄定芳太

大滝長遠石 古

谷

τと
口奥関大米佐

々

浜 安

川 藤 川谷越瀬-== 畠口西木野沢住田;常

佐梅久政

雄雄吉

太

助校 一寿 郎

只
J
V

佐春七繁

ウ
，、、一ー太

fls 

照

男

源

信 雄一

昭重

春勲



出
席
議
員
は
応
招
議
員
と
同
じ
で
あ
る
。

四
、
欠
席
議
員
は
次
の
通

b
で
あ
る
。

欠
席
議
員
は
不
応
招
議
員
と
同
じ
で
あ
る
。

五
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定

K
よ

b
会
議
事
件
説
明
の
た
め
、

町総収

長

出
席
を
求
め
た
も
の
は
次
の
通

b
で
あ
る
。

入

役

務

部

生 i灰税民

古中安u松市松石小遠杉田成育永松本竹田竹

井村川持村谷林藤本本中村井木原回前倉内

幸太

郎郎

長

業

務

部

長

調

査

室

長

住
民
相
談
室
長

総

務

課

長

財

務

課

長

課

課

長

徴

課

長

課

長

課

長

民住収

入

役

室

長

建

設

課

長

都
市
計
画
課
長

産

業

課

長

衛

生

課

長

水

道

課

長

病

院

事

務

長

仲政好松鎖清晴佐

士
口夫信栄夫

次

郎之郎

-6-

太
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教

長

教
育
庶
務
課
長

学

務

課

長

社
会
教
育
課
長

衛
生
処

理
場
長

七

生

支

所

長

育
一

葛 中

六
、
本
会
議

の
書
記
は
次

の
通
り
で

あ
る
。

生 下室

七
、
会
議
事
件
は
次

の
通

b
で
あ
る

。

議
案
第
五

一

号

日

野

町

を
市
と
す

る
処
分

の
申
請
代

つ
い
て

八
、

議
事
日
程
は
次

の
通
り
で

あ

る
。

日
程
第

一

日
程
第

二

日
程
第
三

務
)

た
だ
い
ま
か

ら
昭
和
三
十
八
年
度
第
五
回
日
野
町
議

会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

現

在

の

出

席

議

員
数
三
十
名

で
定
足
数
に
達

し
て

な

b
ま
す
の

で
、
会
議
は
成
立
い
た
し
ま
す

。

と
れ
よ
り
本

日
の
会
議

を
開

き
ま
す
。

議一

長

(
正
国

会
期
の
決
定

会
議
録
署
名

議

員

の
指
名

議
案
第

五
一
号

日
野
町

を
市
と
す
る

処
分

の
申
請
に

つ
い
て

八
月

三
十

日

(金
曜
日

〉

午
後
四
時
十

分

開
議

万く中栗 谷

野島間村山田沼回

武林多 亮唯

守主r
」五ι巳.，

有回
目フ

、、、

輝

男弘男知助子代久子
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世議
二一-
口

一一議
ヘ
伐
-言
口議議議書町

長

(
正
国

務

日
程

第

一

「
会
期
決
定
の
件
」
を
議
題
と
い
た
し
ま
す

。

hv
諮

b
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
本
日
の
一

日

と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す

。
と
れ

に
御
異
議
あ
り
ま

せ
ん
か

。

長

(
「
異
議

な
し
」

(
正
国

務

)

と
呼
ぶ
者
あ
り
)

御
異
議

止
な
し
と
認
め
ま
す

。

よ
っ
て
会
期

は
本

日
の
一
日
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

長

(
正
国
続
い
て

日
程

第
二
、
会
議
録
署
名
議
員
に
つ
い
て
な
諮
り
い
た
し
ま
す

。

会
議
録
署
名
議
員

に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
番
、
九
番
に
な
願
い
し
た
い
と

・思
い
ま
す
が

御
異
議

ど
ざ

い
ま
せ
ん
か

。

(
「
異
議

左
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〉

務

長

(

正

国

務

)

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

-8-

よ
っ
て

八
番

石

佐
太
郎

武

議
員
議
員

o亡
事志

願
レ1

い

?と
し
ま
す
。瀬 j

九
番

滝

長

(正

国

記

務
)

日
程

第
三
、

議
案
第
五

一
号

議
案
第
五

一
号
を
朗
読

(正

国

務
)

本
案

K
関

し
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

(
古
谷
太
郎
)

町
を
市
制

K
施
行
す
る
と
と
は
、

日
野
町
を
市
と
す
る
処
分
の
申
請

K
つ
い
て
を
議
題

と
い
た
し
、
ま
す

。

長長

ζ

れ
に
よ
っ
て
行
政
の
水
準
を
高
め
住
民

K
対
し
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス

を
供
与
す



一
応
こ
れ
ま
で
の
経
過

K
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
よ

う
陀
昭
和
三
十
七
年
六
月
に
当
町
は
人
口
五
万
人
を
突
破
い
た
し
ま

し
た

。
そ
の
後
遂
次
人
口
増
を
見
、

本
年
六
月
四
日
の
地
方
自
治
法
第
八
条
及
び
二
百
五
十
四
条
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
人
口
五
万
人
を
超
え
る
町
村
げ
い

あ
っ
て
は
市
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
規
定
さ
れ
、
と
れ
に
対
す
る
総
理
府
統
計
局
の
指
定
調
査
が
六

月
五
自
に
行
左
わ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
五
万
四
千
百
二
十
三
人
と
決
定
い
た
し
、
七
月
四
日
付
の
官
報
第
一
万
九
百
六
十
三
号
に
公

示
さ
れ
ま

し
た
。
以
上
の
、条
件
の
も
と
に
於
い
て
さ
ら

K
市
と
な
る
べ
き
普
通
地
方
公
共
団
体
の
具
有
す
べ
き
条
件
が
多
々

ど

ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
ら
に
つ
き
ま
し
で
も
事
前
氏
自
治
省
及
び
東
京
都
の
御
調
査
を
願
い
、
当
町
と
し
て
は
合
致
し

て
い
る
と
い
う
一
応
の
確
認
を
得
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
と
で
大
体
の
上
部
官
庁
の
御
了
解

が
つ
き
ま
し
た
の

で
、
申
請
書
の
提
出
を
い
た
し
た
い
と
考
え
、
同
議
案
を
提
出
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。

御
承
知
の
よ
う
に

市
の
形
態

K
な
き
ま
し
て
は
、
地
方
自
治
法
そ
の
他
の
法
令
陀
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
が
行
う
事
務
が

町
村
よ
り
は
る
か
に
多
ぐ
、
さ
ら
陀
住
民

K
対
し
て
よ
り
多
く
サ
ー
ビ
ス
を
供
与
す
る
と
と
が
規
定
さ
れ
て
が
り
ま

ま
す
。
叉
住
民
は
市

K
在
る

と
と

げ
い
よ
っ

て
行
政
、

社
会
、
経
済
、
家
庭
生
活
そ
の
他
に
つ
い
て
多
ぐ
の
便
宜
を
国

及
び
地
方
自
治
体
か
ら
供
与
さ
れ
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
な
り
ま
す
。

現
在
日
野
町
は
、
日
野
都
市
計
画
の
も
と
に
な
い
て
よ

D
よ
い
環
境
と
商
工
業
の
発
展
を
期
す
る
た
め

K
種
々
の
施

設
の
完
備
を
必
要
と

し
て
い
る

状
、
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
れ
ら
の
中

K
於
い
て
と
の
施
設
の
拡
充

K
対
し
町
村
の
形

態
で
あ
る
よ
タ
は
市
制
施
行
に
よ
っ
て
東
京
都
叉
国
等
の

一
段
の

御
協
力
を
得
て
住
民
の
要
望
に
そ
い
た
い
と
念
願

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
御
承
知
の
よ
う

に
、
町
村
か
ら
市
に
在
る
場
合

K
於
い
て
国
は
多
ぐ
の

制
限
を
設
け

て
な

b
ま
す
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
陀
価
い
す
る
だ
け
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
、
又
将
来
そ
れ

K
在
、
り
う
る
可
能
性

の
十

分
あ

b
う
る
と
と
等
が
市
に
左
る
た
め
の
重
大
在
要
件
に
左
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
当
町
の
場
合
、

こ
れ
ら

の
要
件
を
備

え
て
今
後
国
あ

る
い
は
東
京
都
か
ら
市
と
し

て

の
待
遇
を
受
け
、

を
進
め
る
と
と
が
で
き
る
状
態

K
現
在
達
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

る
と
と
と
い
う
こ
と

K
左
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

/ 

一?一

街
建
設



議
問議議

長

ま
こ
と

K
私
共
と
い
た
し
ま
し
で
も
喜
ば
し
い
限

b
と
存
じ
ま
す
。

先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
住
民

K
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
水
準
の
よ
り
向
上
を
願
い
た
く
市
制
を
施
行
い
た

し
た
い
と
存
じ
提
案
し
た
次
第
で
あ

b
ま
す
。

以
上
が
市
政
施
行
え
の
提
案
の
趣
旨
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(

正

国

務

)

と
と
で
本
案
に
対
し
ま
し
て
質
疑

K
入
る
わ
け
で
あ
h
J
ま
す
が
、
先
般
の
八
月
二
十
四
日
の
全
員
協
議
会

K
於
い
て

慎
重
審
議
が
左
さ
れ
、
集
約
が
さ
れ
て
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
と
の
質
疑
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

(
正
国

長

務
)

た
だ
ち

K
討
論

K
入

b
ま
す
。

討
論
の
通
告
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
遂
次
指
名
を
い
た
し
ま
す
。

最
初
丸
山
議
員

k

b
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
丸
山

議
員
登
壇
)

-10-

番

(
丸
山
留
三
郎
)

日
野
町
の
歴
史
の
中
で
画
期
的
な
本
件

K
関
し
、
住
民
の
代
表
と
レ
て
審
議
に
あ
た
り
一
言
意
見
を
申
し
の
べ
ま
す
。

結
論
か
ら
先

K
申
し
上
げ
ま
す
と
私
は
本
議
案
に
対

し
て

賛
成
で
あ
り
ま
す
。

全
員
協
議
会

K
於
い
て
市
制
準
備
の
手
順
そ
の
他

K
つ
い
て
若
干
の
意
見
は
あ
っ

た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

市
制
は
我
々
議
員
や
理
事
者
の
名
誉
心
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
は
在
ぐ
る
ぐ
ま
で
住
民
福
祉
を
向
上
さ
せ
る

た
め

K
施
行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
住
民
の
大
多
数
が
市
制
を
望
ん
で
い
る
以
上
、
早
期

K
市
制
実
現
を
は
か
る
と
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
私
は
市
制
施
行
に
つ
い
て
は
施
策
の
充
実
及
び
こ
れ
に
対
す
る
執
行
の
的
確
を
望
む
と
と
も

K
堅
実
さ
と
熱

意
を
も

っ
て
と
れ
に

当

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
を
意
見
と
し
て
申
し
の
べ
本
議
案

K
対
す
る
賛
成
討
論
と

い
た
し
ま
す
。

(
拍
手
)

長

(
正
国

務



次

K
安
西
議
員
に
な
願
い
い
た

し
ま
す
。

二

十

六

番

(

安

西

信

)

御
指
名
が

ど
ざ

い
ま

し
た
の
で
、
討
論
を
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

(
安
西
議

員

登

壇
)

(

安

西

信

)

私
は
本
議
案
に
つ
い
て
賛
成
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

当
町
は
戦
後
地
方
自
治
法
の
確
立
陀
よ
り
一

一躍

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま

し
た
と
と

は
皆
様
も
す
で

K
御
承
知

の
通
り
で
あ

b
ま
す
。

而
も
時
代
の
変
.
選
と
と
も
に
産
業
経
済
の
発
展
は
目
ざ
ま

し
く
財
政
は
急
速
に
上
昇
し
都
市
的
形
態
叉

文
化
施
設

百

K
於
い

て
も
他
市

K
比
較

し
て
遜
色
左
き
現
状
で
あ
わ
J

、
市
と
し
て
の
条
件
を
こ
と
ど
と
ぐ

具
備
し
て
い
る
も
の

と

思
考
さ

れ
ま
す
。
市
制
施
行

に
よ
っ
て
住
民
の
福
祉
面

K
於
け
る

サ
ー
ビ
ス
は
町
よ
タ

も、

よ
り
以
t

止
K
供
与

す
べ

き
こ
と

を
地
方
自
治
法
そ
の

他
の
法
令

K
於
い
て
も
明
示
さ
れ
て

b
b
、
又
市
制
施
行
す

る
ζ

と

K
よ
っ

て
無
形
的

価
値
の
増
大
は
は
か
り
知
れ
左
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

従
っ
て
当
町
今
後
の
発
展
の
上
か
ら
も
プ
ラ
ス

K
在
る
面
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う

在
理

由
で
私
は
で
き
る
だ
け
早
く
市
制
を
し
き
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
期
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
c

議
員
諸
君
に
か
か
れ

、ま
し

で
も
全

員

一
致
を
以

っ
て

議
決
さ
れ
る
と
と
を
望

ん
で
や
み

ま
せ
ん
。

と
れ
を
以
っ
て
私
の
討
論
は
終
り
と
い
た
し
ま
す
。
(
拍
手
)

(正

国

務

)

次
に
和
田
議
員

K
か
願
い
い
た

し
ま
す
。

(
和
田
七
郎
)

御
指
名

K
よ
り
ま
し

て
意
見
を
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(
和
田
議
員
登
壇
)

(
和
田
七
郎
)

二
十
六
番

議

長

七

番

七

番
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市
制
の
施
行

K
対
し
て
は
結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
私
は
双
手
を
.
挙
げ
て
賛
成
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

町
は
長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
由
緒
あ
る
町
で
あ
る

と
と

は
皆
様
も
す
で
に
御
存
知
の
と
と
と
思
い
ま
す
。

爾
来
幾
多
の
変
遷
を
経
て
今
や
市
制
を
施
行
し
よ
う
と
い
う
段
階

K
達
し
て
な
る
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
村
か
ら
町
へ

町
か
ら
市
へ
躍
進
す
る
と
と
は
住
民
の
等
し
く
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
実
現
を
目
前

K
控
え
ま
と
と

に
慶
賀

の
至
h
y

と
申
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
し
ょ
う
。
市
制
施
行
に
よ
っ
て
よ
り
一
層
の
進
展
を
願
い
将
来
の
た
め

陀
も
明

る
く

住
み
よ
い
清
潔
在
地
域
に
し
た
い
と
望
む
の
も
当
然
と
申
さ
左
け
れ
ば
在
、夕、
ま
せ

ん
。
幸
い

K
し
て

当
町
は
昭
和
三

十
四
年
五
月
首
都
圏
整
備
法
に
基
く
市
街
地
開
発
区
域
の
指
定
を
受
け
大
規
模
な
工
場
の
進
出
、
都
市
計
画

K
基
く

市
街
地
等
他
代
類
を
見
左
い
新
興
都
市
と
化
し
つ
つ
あ
タ
十
万
人
の
都
市
が
誕
生
す
る
の
も
間
近
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
よ
っ
て
私
共
の
議
員
時
代

K
画
期
的
市
制
施
行
に
つ
い
て
の
議
案
を
審
議
決
定
す
る
と
と
は
ま
ζ

と

K
光
栄
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

日
野

市
制
施
行
後
は
我
々
は
重
大
左
責
任
を
痛
感
し
行
政
水
準
の
向
上
、
即
ち
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
努
力
す
る
覚

悟
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
議
会
も
理
事
者
も
全
力
を
結
集
し
て
目
的
達
成
に
努
力
さ
れ
ん
と
と
を
願
い

ま
し
て
私
の
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す

。

(

拍

手

)

一12-

議

長

(
正
国
以
上
を
も
ち
ま
し
て
討
論
を
終
結
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
左
し

」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

務
)

務

議

長

(
正
国
御
異
議
左
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
し
た
。

と
れ
よ
り
議
案
第
五
一
号
、
日
野
町
を
市
と
す
る
処
分
に

つ
い
て
の
件
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

(全

員
起
立
)

(

正

国

務

)

全
員
起
立
で
あ
り
ま
す
。

議

長



議

伝
文

よ
っ
て

議
案
第
五
一
号
、
日
野
町
を
市
と
す
る
処
分
の
申
請

K
つ
い
て
は
原
案
の
通
り
可
決
い
た
し

ま

し
た

。

(正

国

務

)

以
上
を
以
っ
て

本

日
の
日
程
は
議

了
致
し
ま
し
た
。
会
議

を
閉
じ
ま
す
。

と
れ
を
以
っ
て
昭
和
三
十
八

年
度
第
五
回
日
野
，町
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
四
時
二
十
九
分

閉
会

右
会
議

の
次

第
は

書
記
の

一記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
が
正
確
で
あ
る
と
と
を
証
し
、

ζ

と

K
署
名
す
る
。

昭
和
三
十
八

年
八
月
三
十
日

日
野
町
議
会
議
長
議

員

正

国

気
力

句
吋
点
什
d

佐

太

郎

武

三

-13-

曹

石

瀬.) [1 

" 

=士官

ま筏

貝

滝

と

の
謄
本
は
会
議
録
原
本

と
相
違
左

い
こ
と

を
日証
明

す
る
。

昭
和

三
十
八
年
八
月
三
十
一
日

東
京
都
南
多
摩

郡
日
野
町
議
会
議
長

正

国

務
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四
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現
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(一)

位
置

な
よ
び
地
勢

新
市
は
東
経
一
三
九
度
二
二
分
!
こ
七
分
、
北
緯
三
五
度
三
八
分
!
三
九
度
四
二
分
、

東
京
都
政
区
域
の
西
南
部
で
、
都

心

よ
り
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
位
し
、
北
は
多
摩
川
を
へ
だ
て
昭
島
市
、
立
川
市
、
国
立
崎

、
府
中
市
に
、
西
は
八
王
子

守

戸

/
J

・

γ
!

市
、
南
は
多
摩
丘
陵
を
境
と
し
て
出
町
木
村
、
多
摩
付
と
相
接
し
て
い
る
。

『/

新
市

の
面
積
は
二
七
・
一
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
七
・
五
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
五
。
八
五
キ
ロ
メ

ー
ト

ル
、
大
体
は
平

坦

で
あ
る

が
、
西
部
の
台
地
と
東
部
の
平
地
代
わ
け
る
と
と
が
で
き
る
。
台
地
は
多
摩
丘
陵
に

属
し
、
平
均
標
高

一
O
五
同
1
引

メ
ー
ト
ル
で
武
蔵
野
の
風
景
を
一
望
の
う
ち

K
収
め
る
と
と
が
で
き
る
。

ζ

の
台
地

は
昭
和
十
年
頃
よ
り
大
工
場
が
進
出
し
、
一
大
工
業
団
地
を
形
成
し
て
い
る
が

、
近
年
住
宅
団
地

の
開
発
も
著
し
ぐ
、

日
増
し

に
近
代
家
屋
が
増
加
し
て
な
り
、
就
中
多
摩
平
住
宅
公
団
は
日
本
有
数
の
大
団
地
と
し
て
新
市
人

口
急
増

の
因
を
在

し

て
い

る
。
新
市
の
中
央
部
を
流
れ
る
浅
川
は
東
端
げ
い
な
い
て
多
摩
川
と
合
流
し
、
と
の
流
域
限
豊
沃
左
水
田
地
帯

が
あ
h
y
、
都

下
有
数

の
穀
倉

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
工
場
の
進
出
、
鉄
道
及
び
道
路
の
開
発
と
と
も

に、

一
部
を
の

と
し
て

商
住
地
が

発
達

し
、
現
在
は
全
ぐ
の
市
街
地
と
を
っ
て
い
る
。

主
左
道
路
は

国
道
二
十
号
線
(
甲
州
街
道
)
が
日
野
僑
よ

b
市
街
地
を

通
り
、
台
地
工
業
地
帯
を
経

て
八

王
子
市

K
至
り
、

都
道
八
七
号
線
は
国
道
よ
り
分
岐
し
、
市
庁
舎
を
経
て
多
摩
村

K
至
る

。

一
方
都
道
八
七
号
線
よ
り
分
岐
し

た
路
線
は
高
橋
橋

よ
り
京
王
電
鉄

に
並
行
し
て
走
り
、
豊
田
駅
に
な
い
て
都
道

一
O
五
号
線

K
A口
し
八
王
子
市
に
至
っ
て

い
る。

国
鉄
中
央
本
線
は
市
の
西
部
を
南
北
に
横
断
し
、
日
野
、
豊
田
の
二
駅
を
設
け
、
京
王

電
鉄
壮
多
摩

丘
陵

と
浅
川

の
中
間
平

地
を
東
西
に
走
h
J
、
そ
の
間
に
四
駅
を
配
し
て
い
る
。
主
要
道
路

及
び
各
鉄
道
の
沿
線
は
各
駅
を
中
心
と

し
て
家
屋
が
密
集

し

て
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
日
野
市
は
自
然
と
文
化
が
よ
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で
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日
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追
っ
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宅
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昭
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十

七
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工
業
統
計
調
査
を
基
本
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し
て
実
態
調
査
に
よ
り
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
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市
と
な
る
た
め
の
要
件
を
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証
す
る
資
料
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参
照
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六
回
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「
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市
と
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る
た
め
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す
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資
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参
照
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六
五
頁
む
よ
び
八
六
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主
要
幹
線
街
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市
と
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る
た
め
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要
件
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証
す
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資
料
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参
照
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目

別

納

税

成

績

調

「
九
、
市
と
在

る
た
め
の
要
件
を
証
す
る
資
料
」
参
照

(
五
七
頁
)

ノ

O

「九
、
市
と
な
る
た

め
の
要
件
を

証
す

る
資
料

」
参
照

既
往

三
ヶ

年

間

年

度

別

町

税

滞

納

額

調

(
五
八

頁

)

寸
/

「
九
、
市
と
な
る
た
め
の
要
件
を
証
す
る
資
料
」
参
照

人
口

一
人
当
り
固
定
資
産
評
価
額
調

/'¥ 

頁
¥ノ

山
尚
}
，↓lsF 

方

交

付

税

調

Q
U
 

「
九
、
市
と
在
る
た
め
の
要
件
を

一証
す
る
資
料
」
参
照

(十)
( 1 ) 
(イ)そ
土

地
家

屋

況償

却
資

産

の

他

現

4背

考

-28= 

(
昭
和
三
十

八
年

三
月

三
十

一
日
現
在
概
要
調
書

K
よ
る
)
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野
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位
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価
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ELii才
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円il主
円Zl冨|五
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夫千三 |戸一
円三円三 仮己

次回

田

地

山

地

積

{/6ミ

I山c，

評

E
 

f
ne
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ヨヨL
E丘

円五

(ロ)

家

屋

増

減

調

(
昭
和
三
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
概
要
調
書
に

よ
る
)

家

分i却

産
分

計

屋

都 !資

一三
一一丸

三

二、九

五
主

一

六ム
同
日
庄
一一団
一一一院

一O
廿(庄一

アAて

|古美

昭 |昭 昭

赤口 芳日 芳日 年

十十 十 度
六五 四

年年 年

度度 度
月Ij

一一 一
総、

ニニ ブじ ー/一、 一一- o 

一一、 一一一、 同 iブモ 、
坪ブu I Ii. プて ブじ ヨ三

豆三 くコ ブじ こ二 三Ei.

ヨ三 f、、 プて 三三 プミ=
数

If // /1 !I 坪

!I 11 11 11 増 増

一 一 一ー-一ー 一 三丘

区自、 ^ 、 三五
lZ9 ノー¥ -b 三三

四一 -b 17'て

-b 二二 一一一ー減
/1 I 11 坪

和昭
{有

十
一

度年

総芸

一
tzg 

7'、、4 、

一ー一一一
区9 ラ是
一一ー一

土平

(2 ) 

有
有

三 II権
ql権
一 II者
。!者
八 II調
数

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
有
権
者
数

ニ
、
二
四

O

人

昭
和
三
十
八
年
三
月
五
日

E室

定

昭
和
三
十
八
年
四
月
十
七
日

人

3) 

職

特

調

。，
っ，ι

;確

定

(
昭
和
三
十
八
年
七
月
一
日
現
在
〉

教 町

職

育 入

名

|長 イ支 イ'又バa 長

人

一 一 欠一 貝

報

四H
叉
tま

アて 豆三 プて 吃コ 本
一一、 寸コ、 ヨヨし ヨヨL 俸。〈コ 仁コ 〈コ 月。o o Cコ 額
o くコ o く〉 (円)

四 区9 区ヨ

一- 一、 、 、

一

回 一一一、 V亡、
月つ

一一 レ百

七 fヨ三 ^ 
て
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備

考
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議 戸市y. 国j議

財
田了 会育 会営康 会査産 会理 会業 員査 会 =同t:.; 

任
専 害問委副「i議 委 |会 委 委 委委 委 富。ピムムム 議 -持rι 委 戦教 委 特
門 メj 識 務育 別 議

年 議 貝 貝 会 経 千℃委 貝 委
委委 i 験 理員 s仁=司， 、、

長 |長員員|員長|長 員 長 員 長 貝 長 長 貝 者 貝 者長 長 貝 長

寸
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五、

市

名

お

よ

び

市

名

選

定

の

理

由





(二)(一)

市

名

日ひ

野の

市し

選
定
の
理
由
な

よ
び
そ
の

経
緯

日
野
と

い
う
名
の
起
り
は
、

中
世
期
の
武
士
勃

興
時
代
以
前
代
始
る
。
の
ろ
し

そ
の
頃

こ

の
地
域
を
多
摩

郡
石
津
郷
飛
火
野
と
呼
ん
だ
。
(
飛
火
と
は
燐
火

の
と
と
で
、
武
蔵
野
の
各
地
か
ら
み
え

る
と
の
台

地
を
選
ん
で
国
司

が
燦
火
台
を
な
い
た
)
和
銅
年
間
(
文
武
天
皇
〉
に
は
火
野
と
改
め

次

い
で
日

野
本
郷
と
称
し
た
。

慶
長
年

間
徳
川
幕
府
が
甲
州
街
道
を
開
く
に
な
よ
び
日
野
駅
と
な
っ
た
。
明
治
維
新
の
廃
藩
置
県
制
度
比
よ

り
、

多
摩
郡
は
神

奈
川
県
花

編
入
、
更
に
明
治
十
年
分
割
さ
れ
て
東
西
南
北
四
都
と
左
夕
、
日
野
駅
は
南
多
摩
郡
日
野
宿
と
な
っ
た

。

明
治

二
十
六
年
四
月
多
摩
郡
は
東
京
府

K
編
入
さ
れ
、
日
野
宿
は
南
多
摩
郡
日
野
町
と
な

D
、
明
治
三
十
四
年
四
月
桑
田
村
と
、

昭
和
三
十
三
年
二
月
七
生
村
と
合
併
し
て
現
在

K
至
っ
た
。

日
野
の
名
称
が
こ
の
よ
う
に
、
実

K

一
三

O
O
年
の
長
い
歴
史
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
度
も
改
め
ら
れ

左
か
っ
た

の
は

、
こ
の
名
称
が
住
民
の

心
の
中
に

深

い
根
を
下
し
て

親

し
ま
れ
て
来
た
と
と
を
物
語

る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
〈
長
い
歴
史
と
伝
統
の
も
と
に
知
ら
れ
、
親
し
ま
れ
て
来
た
名
称
を
特
に
改
め
る
理
由
も
を
く
ま
た
必
要
も

認
め

な
い
の
で
、
新
市
名
を

「
日
野
市
」
と
し
た
。

.，...32-

新
市
名
に

つ
い
て
、
市
制
施
行

に
関
す
る
町
民
集
会

K
な
い
て
も
議
題

と
し
た
が
、
「
日
野
市
」
の
名
称
に
つ
い

て
反
対
者

は

一
人
も
左
く
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
三
十
日
日

野
町
議
会

K
な
い
て
も
右
の
理
由
か
ら
従
来
の

名

称

を

変

更

す

る

必
要
の

左
い
と
と

が
確
訪
中
さ

れ
た

。

ー寸

日
野

..: 

.t 
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市
役
所
の
位
置
な
ら
び
に
位
置
選
定
の
理
由
お
よ
び
そ
の
経
緯





(一)

市
役
所
の
位
置

所
在
地

東

京

都

南

多

摩

郡

日

野

町

大

字

日

野

二

九

O
O番
地

建

木

造

か

わ

ら

ぶ

き

耐

火

構

造

二

階

建

(

一
部
軽
量
鉄
骨
ア
ル
ミ
板
ぶ
き
平
家
建
)

延
六
三
五

o
O
八
五
坪

物

(二)

市
役
所
の
位
置
選
定
の
理
由
な
ら
び
に
そ
の
経
緯

現
在
の
町
役
場
の
位
置
は
昭
和
二
十
九
年
に
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、
都
道
八
十
七
号
線
(
通
称
高
幡
街
道
)
に
沿
っ
て
位
置

し
、
地
理
的

K
は
ほ
ぼ
町
の
中
央
部
に
あ

っ
て
、
国
鉄
中
央
本
線
日
野
駅
か
ら
徒
歩
約
八
分
、
国
道
二
十
号
線
〈
甲
州
街

道
)
の

分
岐
点
か
ら
約
三
分
の
所

K
あ
る
。

し
た
が
っ
て
パ
ス
に
よ
る
交
通
の
使
も
よ
ぐ
、
都
営
パ
ス
、
京
王
パ
ス
が
各
々
の
街
道
を
運
行
し
て
い
る
た
め
町
内
外
各
方
面

か
ら
の
連
絡
も
至
便

で
、
庁
舎
に
隣
接
す
る

日
野
消
防
署
、
至
近
距
離
に
あ
る
日
野
警
察
署

と
併
せ
て
行
政

の
中
心
地
と
左
っ

て
い
る
。

之
Jziv 

以
上
の
理
由
に
よ

b
、
市
制
施
行
後
も
庁
舎
を
現
在
の
位
置
伊
い
な
ぐ
と
と
は
、
行
政
上
か
ら
ま
た
住
民
の
利
便
か
ら
み
て
、

な
ん
ら
支

障
は
な
い

と
考
え
る
の
で
、
現
在
の
庁
舎
を
市
役
所
と
し
て
使
用
す
る
と
と
に
し
た

。
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区三学校予定地

竪図工場誘致創業会社

立川市 1 t也勢および市街地図

人/
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1 日野町役場

2 日野町役場七生支所

3 11 平山出張所

4 " 豊田出張所

5 !I 日野台出張所

6 警視庁日野警察署

7 東京消防庁日野消防署

8 日野郵便局

ヲ日野駅

10豊田駅

11農林省蚕糸試験場
日野桑園

12 H 第二桑園

13 農林省淡水区水産研究所

14 南多摩地方事務所
第三工区

15東京都立多摩動物公園

16東京都立七生児童学園

17 多摩平郵便局

18豊田駅前郵便局

19七生郵便局

20 日野電報電話局

21 南多摩東部共立病院
組合診療所

22 日野町健康保険
直営診療所

23 日野町立健康保険病院

24 日野町観光協会

25 日野町農業協同組合

26 日野町七生農業協同組合

27 日野町上水道事務所

28 日野町多摩平水道事務所

29 日野町衛生処理場

初日野町農業共済組合

31 日野町養蚕農業組合

32 日野町下水道事務所

33日野町商工会館

34 東京都食糧事務所日野
出張所

35 日野町営火葬場

36 日野第一保育園

37 /1 第二 H 

38至誠第二 H 

39町立高幡 H 

40 11 豊田 H 

41 11 多摩中央保育園

42 11 第一 小学校

43 "第二 H 

44 n 第三 H 

45 11 第四

46 11 第五 H 

47 "平山 H 

48 "i関徳、
49 11 第一 中学校

50 "第二 H 

51 1/ 七生 H 

52 町立公会堂

53 町岩間徳小学校分校

54京王高幡変電所

55東電日野変電所

5日6 日:由酎

57 千代田区立林間学校

2 公共施設所在地図
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日
野
町
民
が
市
民
と
左
る
と
と
に
つ
い
て
、
特

K
関
心
を
深
め
る

K
至
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
七
年
六
月
住
民
登
録
人
口
が
五

万
人
を
突
破
し
た
頃
か
ら
で
あ
る
か
、
同
年
十
月
小
平
町
が
新
市
と
左
る
に
及
ん
で
、
日
野
町
民
の
多
数
か
ら
「
人
口
五
万
に
な

れ
ば
市
に
な
る
」
等
、
あ
た
か
も
市
の
要
件
は
人
口
五
万
人
の
一
一
部
聞
に
つ
き
る
か
の
ど
と
き
言
葉
を
、

っ
た
。

し
ば
し
ば
筒
ぐ
よ
う
げ
い
な

そ
と
で
町
当
局
は
、
市
制
施
行
の
構
想
及
び
市
制

K
関
す
る
法
律
的
要
件
等
の
正
し
い
認
識
に
つ
い
て
住
民
一
般
に
P

R
す
る

必
要
を
感
じ
、
昭
和
三
十
七
年
オ
一
月
十
八
日
広
報
(
市
制
特
報
第
一
号
)
及
び
同
三
十
八
年
一
月
一
日
広
報
(
市
制
特
報
第
二

号
)
を
発
行
し
た
が
、
更
に
市
制
問
題

K
つ
い

て
の
住
民
感
情
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
次
の
日
程

K
よ
っ
て

各
所
に
集
会
を

設
け
、
町
長
な
よ
び
地
元
議
員
列
席
の
も
と
に
、
市
制
施
行
に
つ
い
て
懇
談
会
を
催
し
た
。

昭

和

三

十

七

年

十

二

月

三

日

(

月

)

午

後

二

時

1

1

1

午

後

五

時

町

民

集

会

場

昭

和

三

十

八

年

二

月

九

日

(

土

)

午

後

一

時

1

1

1
午

後

三

時

同

同

四

月

三

日

(

水

)

午

後

二

時

|

|

|

午

後

五

時

七

生

支

所

向

五

月

六

日

(

月

)

午

後

一

時

1

1

1
午

後

五

時

町

立

第

五

小

学

校

同

五

月

七

日

(

火

)

午

後

一

時

1

1

1
午

後

五

時

町

立

第

二

小

学

校

各
会
場
に
な
い
て
は
、
ま
ず
町
長
か
ら
町
の
現
況
、
市
制
の
必
要
性
、
市
制

K
よ
る
行
財
政
面
の
変
化
、
単
独
市
制

実
現
の
意

志
及
び
施
行
の
時
期
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
関
係
職
員
か
ら
、
市
と
在
る
た
め
の
法
律
的
要
件
、
市
制
の
利
害
得

失
げい
つ
い

て
の
細
部
、
道
路
橋
り
ょ
う
等
施
設
な
よ
び
教
育
機
関
の
整
備
、
福
祉
行
政
の
拡
充
等
に

つ
い
て
の

詳
細
左
説
明
が
あ
っ

た
の

ち、

出
席
一
般
町
民
か
ら
質
問
診
よ
び
意
見
の
開
陳
が
行
わ
れ
た
。

町
民
の
質
問
な
よ
び
意
見
の
主
在
る
も
の
は
次
の
と
な
り
で
あ
る
が
、
い
づ
れ
の
会
場

K
-砕
い
て
も
、
最
早
、
市
と
左
る
こ
と

は
、
む

し
ろ
当
然
で
あ
る
と
い
う
空
気
が
圧
倒
的
で
あ
っ
て
、
市
制
の
可
否

K
つ
い

て
は
殆
ど
問
題
と
す
る
と
と
ろ
は
左
ぐ
、
そ

の
多
ぐ
は
道
路
橋
り
ょ
う
、
学
校
施
設
等
の
都
市
的
構
想

K
関
す
る
要
望
又
は
意
見
で
あ
っ
て
、
市
制
施
行
に
反
対
を
唱
え
る
も

の
は

一
人
も
-
な
か
っ
た

。

。
法
律
的
要
件
が
そ
ろ
え
ば
、

市
制
施
行
の
予
定
日
は
い
つ
に
な
る
か
。

早
期
施
行
に
ふ
み
切
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
必
要
は
左
い
と
な
も
う
の
で
、
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。
町
当
局
の
説
明

K
よ
っ
て
‘
十
分
納
得
で
き
た
の
で
市
制
施
行
は
賛
成
で
あ
り
、

の
で
あ
る
が
、
町
当
局
は
要
望
事
項
の
実
現
代
努
力

し
て
も
ら
い
た
い
。

市
に
な
れ
ば
現
在
以
上

K
諸
事
業
を
積
極
的

K
推
進
す
る
と
と
に
な
る
と
思
う
が
、

が
予
想
さ
れ
る

。

ζ

れ
に
つ
れ
て
当
然
税
金
も
上
る
ζ

と

わ
れ
わ
れ
町
民
も
協
力
を
惜
し
ま
な
い
も

。。
住
民
税
は
ど
の
ぐ
ら
い
上
る
か
。
ま
た
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

税
金
は

上
つ

で
も
生
活
環
境
が
よ
〈
な
り
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
増
大
と
左

っ
て

帰
っ
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
一
向

K
さ
し
っ
か

え
左
い
。
他
市

K
劣
ら
左
い
よ
う
左
立
派
在
日
野
市
を
建
設
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
に
左

っ
て

繁
栄

す
れ
ば
ま
す
ま
す
人
口
が
増
大
す
る
と
思
う
が
、
学
校
施
設
が
不
足
し
て
ぐ
る
の
で
は
左
い
か
。

特

K
、
さ
し
あ
た
り
の
問
題
と
し
て
、
小
学
校
の
増
設
を
急
い
で
も
ら
い
た
い

。

市
医
ふ
さ
わ

し
い

道
路
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
、
都
市
計
画
道
路

K
つ
い
て
伺
い

た
い
。

未
舗
装
道
路
の
舗
装
を
急
い
で
も
ら
い
た
い
。

新
市
の
名
称
は
ど

う
な
る
か
、
普
か
ら
つ
づ
い
て
い
る
日
野
の
名
称
は
改
め
左
い
方
が
よ
い
と
思
う
が
ど
う
か

。

市

K
止
な
っ
た
場
合
、
市
庁
舎
の
位
置
は
今
の
ま
ま
で
よ
い
か
。

市
と
在
っ
た
場
合
、
市
庁
舎
は
増
築

し
左
〈
て
も
よ
い
か
。

市

K
左
る
と
議
員
の
定
数
は
幾
人

K
在
る
か
。

市

K
左
っ
た
場
合
、
町
内
各
地
の
建
。
へ
い
率
は
変
つ
で
ぐ
る
か
。

町
当
局
の
説
明

K
よ

っ
て

法
律
的
要
件
は
概
ね
満
た

し
て
い
る
よ
う

K
思
う
が
、
学
校
及
び
官
公
暑
の
質

K
な
い
て
若
干
手

う
す
‘
な
も
の
を
感
ず
る
、
特
に
学
校
誘
致
を
積
極
的

K
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

文
化
施
設
の
増
強
、
特
陀
公
民
館
の
建
設
を
急
い
で
も
ら
い
た
い
。

都
立
工
専
誘
致
の
問
題
は
ど
う
な

っ
て

い
る
か
。

単
独
市
制
実
現
は
ま

こ
と
に
結
構
で
あ
h
J
賛
成
で
あ
る
が
、
旧
来
の
合
併
問
題
は
ど
う
在
る
か
、
広
域
行
政
の
見
地
か
ら
市

K
左

つ
で

も
合
併
構
想
は
研
究
を

つ
づ

け
る

べ
き
で
あ

る
。

市
街
地
計
画
区
域
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
現
在
計
画
よ

b
追
加
す
る
必
要
は
左
い
か
。
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町
名
、
地
番
等
の
整
理
は
ど
う
な
る
か
。

福
祉
事
務
所
が
設
置
さ
れ
て
、
福
祉
行
政
面
が
向
上
す
る
の
は
ま
と
と
に
結
構
で
あ
る
。

保
健
所
は
設
置
さ
れ
な
い
か
。

町
で
は
現
在
、
汚
物
処
理
施
設
ど
み
焼
却
場
を
拡
張
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
市
と
左
っ
た
場
合
の
人
口
増

K
対
処
で
き

る
よ
う

K
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

工
場
誘
致
、
特

K
大
工
場
の
誘
致
は
市
制
施
行
後
も
可
能
性
が
あ
る
か
。

以
上
が
各
会
場

k
h
v
け
る
質
問
な
よ
び
意
見
の
概
要
で
あ
っ
て
、
町
長
な
よ
び
関
係
職
員
の
説
明
に
よ
っ
て
す
べ
て
納
得
し
、

市
制
施
行
の
早
期
実
現

と
市
と
し
て
の
内
容
充
実
、
特
に
日
常
生
活

K
関
係
す
る
施
設
の
整
備
促
進
を
希
望
し
て
な

b
、
町
当
局

が
特
に
懸
念
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
住
民
税
均
等
割
等
税
負
担
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
市
事
業
の
推
進
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
よ

る
税
の
還
元
と
い
う
意
味
に
な
い
て
、
む
し
ろ
増
額
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。

ζ

れ
ら
の
会
議
は

、
町
民
医
研
究

の
期
間
を
与

え
る
べ
〈
開
催
の
時
期
を
特
に
考
慮
し
、
そ
の
反

響
を
見
つ
つ
行
わ
れ
た
が
、

と
の

集
〈
♂
広
か

ら
察
知

さ
れ
た
住
民

感
情
の
動
向
は
、
日
野
町
の
市
制
施
行
は
現
町
勢
か

ら
推
し
て
必
然
の
と
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
都
市
的
整
備
が
促
進
さ

れ
る

な
ら
ば
市
制
施
行

は

一
日
も
早
い
方
が
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

会
議
に
出
席
し
た
町
民
は
必
ず
し
も
全
町
民
で
は
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
各
種
団
体
の
代
表
者
及
び
町
内
会
の
役
員
で
あ
っ
て
、

町
全
体
の
空
気
を
反
映
す
る
も
の
と
見
て
き
し
っ
か
え
左

ぐ
、
特

K
一
人
の
反
対
者
も
見
受
け
ら
れ

左
か

っ
た
と
い
う
と
と

は、

全
町
民
の

意
向
が
市
制
施
行
に
賛
成

し
積
極
的

K
支
持
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う

に
市
制
に

つ
い
て
の
住
民

感
情
を
概

ね
把
握
す
る
と
と
が
で
き
た
の
で
、
町
当
局
は
昭
和
三
十
八
年
六
月
五

日
の
常

住
人
口
調
査

K
あ
た
り
、
確
信
を
も
っ
て
「
市
と
す
る
た
め
の
人
口
調
査
」
を
行
う
と
と
を
明
示
し
て
町
民
に
協
力
を
求
め
た
と

ζ

ろ
、
一
人
の

非
協

力
者
も
左
〈
、

調
査
結
果

K
つ
い
て
予
期
以
上
の
成
果
を
な
さ
め
る
と
と
が
で
き
た

。

こ
れ
げ
い
よ

っ
て
も
市
制
施
行
を
希
望

し
左
い
も

の
は
皆
無

で
あ
る

と
と
を
立
証
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

更

K
町
当
局
は
八
月
十

六
日
、
市
制

準
備
経
過
報
告
会
を
町
民
集
会
場
げ
い
な

い
て
実
施
し
た
結
果
、
町
民
に
は
全
員
協
力
一
致
し
て
市
制
実
現

K
努
力
す

る
意
志
の
あ
る
と
と
を
確
認
し
た
。

。。。。。
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と
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た
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の
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件
を
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す
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円
い
地
方
自
治
法
才
八
条
の

規

定

K
よ
る
要
件

K
つ
い
て

付
「
人
口
五
万
以
上
を
有
す
る
こ
と
」

判

人

口

一
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‘
¥
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A
ノ

一
五
回
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一

口
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つ
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年
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日

ニ
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昭
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一
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i
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地
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才
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「
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
中
心
の
市
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地
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形
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区
域
内
に
あ
る
一
戸
数
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全

戸
数
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六
割
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上
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市
街
地
の
戸
数

全

(
昭

和
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十
八

年
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日
現
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注
・
同
氏
含
ま
れ
る
地
域
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、
大
字
日
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上
回
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制

大

字
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戸
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一一二二 1二二 笠宮 二二一b l 1 1 - 三三 ~ I I 1=:1-17、I豆冥王 戸
五八六四一七八 |ニ四九二七六 0 ニ九九五

ニ二六一=ニ四 |一。六一九O七ニ 四 |三数

六五ん

ll 八四一 五五戸

l!_IOIOlolololo回口五口六口 101010八口三 数

I I I I 
ーた01 101 10 九 O ん

~ I _ I ~ I _ I ~ 冥 Q 割
。10101010101010101010101010101-1010合
1 1  

人

、 、 、 三三、 一一 ブじ、 、 、

プて 一一 ζ:JI/、、 ^ IO 三三 三玉三三^三三三三^三三 一tコ三三区ヨ

Cコ一一寸コ Cコブじこ二寸コ叱コ 7L.-.:;ァ匂〈コ ζコくコ 三三/司、 ζ〉

l 六九!九三五七九三一九 -=1-1五口三九口六口
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計

七

O
、

七

五

、
在
、
こ
の

表
は
住
民
登
録
台
様

を
基
本

と
し
て

実
態
調
査

陀
よ
り

修

正
す
加

え

て
作
成
し
た
。

同

地

方
自
治
法

介
八
条
芳

一
項
才

三

号

「
商

工
業
そ
の
他
都

市
的
業
態
に

従
事
寸
る
も

の
、
お
よ
び
そ

の
者
と

同

一
世
帯
に

開
閉
す

る
も

の
の
数
が
全

人
口

の
六

割

以
上
で

あ
る

こ
と
」

五

一
ニ
、
七

一ニ

O

六
、
一
一
八
三

注
、

A

は
商
業
そ
の
他
の
都
市
的
業
態
に
従
事
す
す
ぐ
も
の

、

B

は
A
以

外
の
者
の
数

(
東

京
都
農
業
経
営
基
本
調
査
に
よ
る

)

口

地

方
自
治
法
才

八
条

才

一
項
才
四
号
の
規
定

κ
基
く
市
と
し
て
肝
要
件

す
定
め
る
東
京
都
条
例

(
昭
和
二

十
三
年
五
月

二
日

東
京
都
条
例
才
六

O
号
)

の
{
定
め
る
要
件
に
つ
い
て

判

「

宮
署
ま

た

は
都
の

会
署
か
五

以
上
設
け
ら
れ

て
い
ろ
と

と
」

署

調

平|

み

み

だ

L、

な

ら

人

同

上

口

A 

四

七、

四

四

七

官

署

/，¥.. 
t、

、，、
ヨ三 i二二

r.、 1-

--t:i I Cコ

o 

o 

八

、

八

六

六

(
昭
和
三
十
八
年
七
月
一
日

現
在
)

中

A

め
人
口

氏

対
寸

る
割
合

イ席

考

B 

八

八

必

お
よ
び
そ
の
者

と
同
一
世
帯
に
属
寸
る
者
の
数

『，，J
λ
斗

(
昭
和

三
十
八

年

七
月

一
日

現

住
)

F一一ーーー

'e司， ー一庄~司一1 

郵 |建 農 農:3子E三:'3乏
三F乙J，Zu 
林
林

政 省 省 オ本
関 τ/V-ョ パ古¥ 名
省 東 尽 省

地J 淡 食
巴 方 水 ヰ室 至長
建 事

野 三E又rL 区 務 /てlku 

局
水
所

郵 東 日 試
尽 産 野
使医! 出 駁:
道研 張 務〈

所 場

事所

務!
所

日
11 11 11 野 所

11 町

日 新 宮 日

野 井 聖予
一 プて、 一在一、 、 、
プて 三三 一一一 /¥、 ^ 
一 lZ9 ブじ 一一
--t:i ヨ三 ブじ 三三 ヨ三

番 地
11 11 グ | グ 地

イ府

ラを



L
 

日

野

町
日i平 |豊 |梶
野 ILlI I田iR

Cコl-b
tZB I三三

九|ニ
番
地

郵便便

敬一町

野

察

東

京

庁

野

消

防

東
京
都
建
設
局
多
摩
動
物
公
麗
管
理
事
務
所

日
本
電
信
電
話
公
社
日
野
電
報
電
話
局 局 !便

省、

摩

郵 i郵 i平

局

多

省

七 !豊

回

I1 

/γ 

多|程

摩|久
平 i係

官lEiziili

省

生

署 |局

1/ 

1/ 

ネ見

益集
i'!-=宅

庁点けJf
 

/γ 

/γ 

日

|署

防

1/ 

日

!/ 

n 

1/ 

そ
の
他

の
公
著

例
「
学
校
教
育
法
方
四

章

K
期
{
定
寸
る
高
等
学
校
ま
た
は
同
法
介
九
十
八
条
芳
一
項
の
規

定
に
よ
そ
中

等
学
校
が
三
以
上
設
け

ら
れ
て

い
る
こ
と
。
」

昭
和
三
十
八
年
七
月
一
日
現
在

-48-

大学
PzE=1Jr 守'4三f

学校
二み子込ι

国 明 Cラゴミ=ァー 東
肘作v'<てE 星 践 尽
キ 学 τ;;c 者5
院 子 立 校
大 大 工
ト 学 前ナ 業
教 属 専

大 害 :門 名
マ戸斗f4一

等午、 ~ I 高A守i:o:" 

校 i| 学校

日 日 日!日

野 野 野 野 所

町 !町 町 町

豊 東 平

回 沢 大 山 在
久

俣

主11

建 昭 建 昭

末日 末日 備
-- 一一一 ーー

三百九又 十 話~ i +
九 九
年 年

中 度 中 度

|設 三玄八叉， 

i 立二予
立 考
-予

l定 A 

ω
「
公
私
立
の
図

書
館
、
博
物
館
、

公
会
堂
ま
た
は
公
園
等
の
文
化
施
設
を
二
以
上
有
す
る
こ
と
」

(
昭
和

三
十
八
位
七
月
一
日
現
夜
)

考

一

i

l

i

-
-

」

平 |日

山 |野|所

城 !町
社 i程
公 |久|在
閤l俣
地 !三

域 :01地
内 iー

備



一

日

野

町

立

公

会

堂

一

平

山
域
社
公
園

一

高

幡

不

動

公

園

ほ

か

ニ

一

児

童

遊

園

地

二
四
ケ
所

「
|
|

七

生

児

童

会

館

日
野
町
日
野
一
一
、
八

C

C

多
摩
テ
ッ
ク
及
び
右
の
都
市
計
画
公
園
ニ
三
ナ
所
内

日
野
町
平

山
地
内

公
国

そ
の
他
市
と
な
る
た
め
の
参
考
資
料
川
都
市
計
画

料
公

闘
の
項
参
考

(七
六
頁
)

日
野
町
高
橋
六
九
五

ま
た
は
乗
合
自
動
車
の
事
業
を
当
該
普
通

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、

一
以
上

経
営
し

、

川
「
上
水
道
、
下
水

道
、
軌
道
¥

た
は
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
」

上
水
道
事
業
の
概
要

①

経

営

説

明

日
野
町
の
地
J

勢
は
西
部
の
台
地

々

区

(
標
高

一
O
O
J
一
二

O
米
)
と
東
部
低
地
々
区
(
標
高
六
五

t
七

五
米
)
と

K
大

別
さ

れ
る
o

東
部
低
地

の
飲
料

水
、
雑
用
水
は
す
べ
て
浅
井
戸
を
使
用
し
て
い
た
が
、
こ
の
地
区
の
地
層
は
慨
ね
砂
磯
層

で
あ
る
た
め
民
家
の
排
水
が
浸
透
し
易
く

、
人
口

増
に
つ
れ
て
地

下
水
汚
染
わ
お
そ
れ
が
あ
っ
た

の
で
水
道
新

設
を
計
画

し
た
。

昭
和

三
十

三
年
よ
り
三
年

間
の
継
続
事
業
と

し
て

発
足
し
た
が

、
た
ま
た
ま
町
人
口

め
増
加
に
つ
れ

て
西

部
台
地

々
区
の
深
井
戸
が
次
芳
氏
水
位
の
低
下
を
来
た
し
、
給
水
車
出
動
等

の
事
態
も
発
生

し
た

の
で

、
昭
和
三
十
五
年

一
部
計
画
を
変
更

し
、
工
期
を

三
十
六
年
迄
延

長

し
、
こ

の
地
区
わ
給
水
も
併
せ
て
実
施
で
き
す
ぐ
よ
う
施
行

し
た
。

ま
た
こ
の
地
区
の
う
ち
新
坂
西
ほ
か
四
地
区
は
古
く
か
ら
、
井
戸
陀
よ
る
給
水
不

能
の
た
め

、
昭
和
十
五
年
一

月
以
降
八

王
子
市
営
一
水
道
の
給
水
を
う
け
て
い
た
が
、
本
工

事
完

了

を
期
と
し
昭
和
三
十

λ
年

二
月

当
町

K
移
管
さ
れ
た
o

更
陀
豊
田
地
区
に
設
立
さ
れ
た

日
本
住
宅
公

団
多
摩
平
団
地
の
水
道
は
、
昭
和
三

十
三
年
十
月
よ

り
公
団
水
道

と
し
て
戸

水
を
開
始
し
た
が
¥
水
道
法
介

四
二
条
の
趣
旨

K
沿
っ
て
、
昭
和
三
十
八
年
二
月
よ
り
・移
管
さ
れ
て

、

日
野
町

の
経
営
す

と
の
計
画

は、

ま

-49-



る
と

こ
ろ
と

な
っ
た

。

こ
の
結
果
給
水
区
域
内
の
普
及
率
は
八
六
、
九
係
と
な
り
、

全
人
口

K
対
し
て
は
五
四
婦
と
な
っ
て

いすハ
告。

①
 イ
既

設

計

画

の

概

要

基
本
計
画

多目
区

摩野
平

71< 水 別
道 道

建 建 工
壬丘八又d ミ託又凡4

事 事

業 業 律

昭 昭 起
一一 一一一
一一一、ll9 、
一一一 一 工

昭 昭
竣一一一 一一一

ヨ王 一句

一 一
o 一 工

一
ぺコ 一 工

実?円C。コI五豆王 費

一ー一 給
一一一、三プ三し 71< 基Cコ 人o 〈コ
Cコ o 口

~ I 議除長人
本

ま玉末重i大
言十

プて
ブじ

〈コ
o 画

ロ

施
水
源
施
設
設

fl?lf 
日 日

罪 野フナ

名

一 一

番地 地豪 | 華地 水地源 水地源 水源地
称

f!者lfi flf f深p f 
種

月リ

一 一 一 深
一 プて一 プて

三五 くコ o Cコ Cコ 。米 度

一一一 一一一 一一 一一 一一一 一一一 口
。 !。 〈コ o o 10 
ζコ Cコ o Cコ 。 。耗 径

ポホ、ポ ポ
寄奇型

アホ ア11ア-ア モモ 揚
ポ]ボ iボ 1ポ i ポ 1 i;j-U! 
シノノレ シプ/ Jレシ/ノレ ニ/ノレ ンタ ンタ 式
フ フフ 70 1 フ.0 J 水

，力馬
tこ》 ζ〉 ホ。

-岨・・刷局・・・ 司恒- ， -ーー- ， ~‘ 一一 口
一一一一 一一‘園開園圃曙ー-・ 司'副』白聞圃・~ 司・圃匹・同- ， -司匝‘ 一 一 ン
ヨ三 ヨ三 三五 主主 ヨ三 五耗 径

フ一一一 一一一 一一一 一 三三 jZg 

揚程一 一 一一一 ア宍 o 五米

一 一 一 一
数ぷ二、

一 一 一

2£ 者主
、 、 、 、、
三三 →コ l ヨ王 主主 寸コ

取基 言函十Cコ ζコ Cコ Cコ ζコ
Cコ o I Cコ Cコ ζコ

豊字梶田山同

水

源

、
寸コ 位

豆三、 区ヨ ヨ三 六 キ三 真六町野
一一一
〈コ

/司、 σ、 の - ブw 立豆 置
グ、 一 一 四 |九 プて
L二二
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導
水
施
設

石 石 鋳 古寺
綿 車市 管
セ セ

メ メ 鉄 鉄
ン ン

ト ト 手重

管 戸回~ 但回写 会国常

一 一 一 一 口
ヨ三 <::::) Cコ 三五

ζコ <::::) Cコ 〈コ

耗 径

一、 延
フ皐て プて 一

一一一 寸コ 一一一
三三 ヨ三 ヨ三 ヨ三

米 長

摘

要|

一

配

水

池

施

設

冬 多 多多日 日

摩 摩 摩 摩 名
平 平 三干乙 平 野

四
号 τEニヨs 方Eコ 号 号

配 配 配 配 自己 配

水 水 水 |水 水 水
称、

池 池 池池 池 池

一 一 一 一 一 一 長
一、一、プミ、之プて、 区ヨ、 区ヨ、 さ
ζ〉 〈コ 区9 区ヨ /¥.I/¥. かIB

一 一

側巾| 一、一、^ 
Cコ ζコ

深

さ

併と)

有

効

水
一一、 一一一、 一一一、ニ=二、:iニ=、. 一一一、

旅深)1三玉 ヨ三|ご丘 三玉 三玉 主主

有

効

容
J恩主

プミミ プミ之 三三 三1:. 三五 三玉
/ー¥

三三 ヨ三 o ζ〉 寸コ 寸コ

き立方<::::) 〈コ

-51-

配

水

施

設

配 配 配

水 水 水 名
ボ ポ ポ ポ

ン ン ン ン 称
フ プ フ フ

ず事zグ?ぞ ||i ず

段う 種

巻巻
警ずポポ

ンン 別
ブF プ 二/

プ

侍ロJ臣、ν
tZB 一

ミヴワカヨ三 三三 ヨ三

。=|五0号。!00径
十|三ヨ三(さ濯揚一一一 一一一 一一一 〈コ

A口A、

一 一一一 数

多 日

摩 野
11 11 平水 摘
水道

道 安ト

介

要



配

水

管

施

設

石 1鋳

系出 β国!d; 

セ

三日二t11 1/ 1/ 1/ 1/ メ 1/ 1/ 11 1/ 11 11 鉄
ン

ト 務:

管

口
一一 一一 一 一 一 一 一
三玉 Cコ 〈コ -b o ヨヨし o 寸コ 径
〈コ ζコ ζコ ヨ王 O ICコ 〈コ 亡コ 三三 o ヨ三 開

一一一 一
o 、 プて、一一一一、 一 延、 、一、 、
o 一 せコ イコ 一 一 /'- 区ヨ 一 寸コ 一 一
一 ブじ 一一一 プミミ 一 一一 ブじ -f:::j 一 ヨ玉 区ヨ ^ 長
ヨ玉 一 ア、 二二 tzg /'- /'- ^ 一一一 lZ9 ブu やfE:)

摘

要

21種
滅 II 附
菌i男!JI塩帯
械 II]IJI素施
滅設

湿|構|菌
式 l 1施
真 I I設
空 I'8:: 
日旦式 E

摘

野

浄

摩

平

浄

」内H

f-lE 

水 i水
I I要
場 |場

性

毎 !毎
時 |時

o
o
h
f四
0

0

グ

ラ

ム

一
、
五

0

0

グ
ラ
ム

11 

1/ 

門ぷ5
 



自
家
発
電
施
設

一 一 J馬
フ皐て ./¥.. 一
三三 三三 一一一 力

、

一 三三
プて
型

ヨ三 〈コ o 

キ

ロ

// 
71、R 

ノγ
ノレ

ト
ア 式
y 

~ 

ア

ぷ仁ムコ、

一 一 一 数

そ

の

他

の

施

設

拶ド 空 市リ i'向
種

7Jく 主メ主L 水 火

別
β国令 弁 弁 栓

イ国
区ヨ 一

区ヨ 一 ---b 一
一 プ ミミ ブし 三三 数

備

卦J壬

③ 
(イ)

経

給営
。コ
:概

要
水

配

--53-

一

す
ー/ん¥ 

./¥.. 、、
ヨ九三 水

.....t.、一~ ヨ三

-b 4二・ 主&

一 !沼 給

五口九回 米年方す

匹l

ヨブ玉し、 水

寸三 』居芝a 

一

三ニ- li! 耳空立多年万
グコi

三五 区ヨ 他i

区豆、 一一、
一一一 寸コ

一 三三

〈ニコ 一戸

一 一
一一一、 一

給支口
、

一 〈コ
一 ζコ
一一一 四人

ト一一一

平 |

水圧均
K例ぽ

自

一一一、 一
最毒誇I 

lZ9 

八ま一一一
./¥.. 

ニ多 三 日
十 摩 十 野 f商
八 平 七 系
年系 年
一 年

月 ク 間

町 実績月 実
要

移管 i 績

水
松
宮|種

主i汚u
|学

ζ~ I 
|校
件|病
院

特
殊
営
業
用

浴
場
営
業
用

臨

時

用

共

考

用

多 !日|傍
摩 |!野
平 |

系 |系

寸コ

ブい

フ、
プじ

ブじ



①

拡

張

計

画

現
行
の
給
水
区
域
は
国
道
二

O
号
線
守
中
心
と
寸
る
豹
二
七

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
全
町
面
積
の
約
一

O
婦
に
当
り
、

K
お
け
る
水
道
建
設

工
事
は
三

十
七
年

度
を
以
て
才

一
期

工

事

を

完
了
し
た

が
、
人
口

増

K
伴
っ
て
逐
次
計
画
施
工
す
る

予
定
で
あ
る
。

J
j
 

当
区
域

町
内
呂
水
道
年
度
別
計
画

1/ 1/ グ!グ|昭

末日 年
一 一 一 一一
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。
日



平|商l高 豊|日百. 聖 駅
，口d.. 

長 幡 跡
草 桜

右上平不 田野

公動 園
ケ

言十 園 丘 名
駅 駅 駅 駅 (A) 

駅

一
f、、、、 、 、一、 一、
プて 区ヨ 区ヨ ブ'uÎ  三乙 一一一
Km Krn Krn Km Krn I Km I I匂 Km 隔

「ーー。。。。。
長 平 南 高 百 八 豊 駅

日

lf 城 草 王
沼 社 田
|公 動 園 子
園 名
駅 駅 駅 駅 駅 駅 駅、 (E) 

一
一一一 一 日
o 一 一一一、一 一、当、 、

一 一 アιて 〈コ 一 三玉 り

一 寸コ ゴu 〈コ ア、= 三五 乗

一 ヨ三 ヨ三 一 g:g Cコ 客
人 人 人 人 人 人 数

一
一一一 一 日
o 一 一一一、一 一、当、 、

一 一寸コ 〈コ 一 プて り
三玉 ^ プて 区日 一 Cコ 降
区ヨ 寸コ 一一一 一一一一 プて 客

人 人人人|人 人 数

一
日

当
り
の
乗
、
降
客
数
は
駅
名
倒
の

O
印
(
日
野
町
所
在
駅
)

に
対
寸
る
数
で
あ
る

(3) 

街宍
灯
去八4a又
麓

状

況

の
〆
』
7
J
 

者E

交
通
安
全

協
一|会
五!設

置

昭
和
三
十
八
年
七
月
一
日
現
在

町
内
会
設
問
↓

4
l
J
m
i
l
-
-要
一

一

、

五

ニ

ニ

一

、

九

九

七

一
摘

一

防

犯

協

会

設

置

一

五

O

二
五

O

一
六

O

間
い
そ
の
他
、
市
と
な
る
た
め
の
要
件
に
つ
い
て
の
参
考
資
料

例

都

市

計

画

の

概

要

(

関

係

図

面

、

四

の

一

t
五
参
照
)

日
野
町
で
は
、
旧
日
野
区
域
が
立
川
都
甫
計
画
区
域

(

昭

一

四

、

二

三

内

務
省
告
示
芳
五
九
七
号
)
に
、
旧
七
生

区

域

か
八
王
子
都
市
計
画
区
域
(
昭
一
六
、
五
、
三

O
内
務
省
告
示
芳
三
五
六
号
)
陀
編
入
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
三
十
三

年
二
月
合
併
に
よ
っ
て
新
日
野
町
が
誕
生
寸
る
に
お

よ
び
、
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
日

野
都
市
計
画
区
域
(
昭
三
六
、
八
、
二

九
建
設
省
告
示
芳
一
九

O
O
号
)

K
改
め
ら
れ
た

o

こ
れ
に
よ
っ
て
日
野
町
付
従
来
の
都
市
計
画
を
全
面
的

K
廃
止
し
、
首

都
圏
整
備
法
民
基
づ
く
市
街
地
開
発
区
域
指
定
(
昭
、
一
ニ
四
、
五
、
二
七
首
都
圏
整
備
委
告
示
芳
二

O
二
号
)
と
相
倹
っ
て

総
合
的
な
計
百
を
た
て
、
新
陀
用
途
地
域
す
は
じ
め
街
路
、
公
園
緑
地
、

下

水

道
、

し

尿
塵
芥
処
理
等
の
都
市
的
施
設
を
、
決

設

設

置

置

町

一
一一、



定
し

、
将
来
発
展
の
指
標
を
定
め
た
。

刊

基

本

構

想

前
述
の
と
お
り
、

当
町

は
、

首
都
圏
整
備
法
陀

基

づ
く
市
街
地
開

発
区
域

と
し
て
指
定
を
う
け
、

都
市
的
整
備
陀
努
力
し
て
い
る

昭
和
初
期
の
工
場
進
出

陀
よ
っ
て
人
口
の
急
増
を
み
た

経
過
に
か

ん
が
み

、
今
後
の
土
地
区

画
整
理
K
よ
る
工

業
団
地
お
よ
び
宅
地
造
成
、
誘
致
工
場
の
新
設
等

に
伴
う
定
着
人
口

を
考
慮

し
て
、
昭
和

五
十
年
の
人

口
を
一
一
一
万
と
推

計
し
て
都
市
計
画
を
樹
立
し
た
。

当
町
の
都
市
計
画
は

、
土
地
利
用

、
街
路
、
公
園
緑

地
計

回
答
L

の
面
に
お
い
て

、
将
来
日

野
町
が
工
業
都
市
e

と
し
て
飛
躍

す
べ

く
計
罰
さ
れ
て

い

る
o
即
ち

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
工

業
地
域
を
重
点
的
陀
と

り
、
そ

の
周
囲
を
住
居
地
域
で
構

成
し
た
O

(

陶
係
図

四
の
、一
参
照
)
こ

れ
は
現
在
比

較
的
多
数
の
流
出
入

口
を
有
し
て

い
‘る
当
一

町
が
、
産
業
の
振
興
な
ら

び
児
誘
致
工
場
の
完
成
に
よ
り
、
定
着
人
口
の
増
加
す
は
か
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
と
同
時
陀

、
現
在
商
業
の
中
心
を

な
し
て
い
る
日
野
駅
、
豊
田
駅
、
高
橋
不
動
駅
間
辺
の
商
業
地
域
の
育
成
陀
も
役
立

つ
も
の
で
あ
る
o

ノ
街
路
計
画
に

つ
い
て
は
¥
現
在
甲
州
街
道
を
は
じ
め
、
主
要
地
方
道
、
一
般
都
道
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
等
の

交
通
状
況
十
勘
案
し
た
結
果
、
新
に
二

O
路
線
を
決
定
し
た
O

(

関
係
図
面
四
の
四
〉
こ
の
う
ち
¥
豊
田
土
地
区

画
繋
理

事
業
に

よ

り

、

切

(
谷
田
傘
松
線
)
山
内
(
豊
田
駅
奥
原
線
)
加
(
東
大
久
保
上
原
線
)
は

一
部
完
成

し
た
が
、
こ
れ
等
都

市
計
画
街
路
を
買
収
方
式
に

よ
っ
て
完
成
す
る
た
め
に
は

、
約
百
億
円
の
事
業
費
を
必
要
と
す
る
の
で
、
現
在
準
備
中
の

平
山
台
地
区
、
神
明
上
地
区
、
吹
上
地
区
等
の
土
地
区
画
整
理

事
業

と
併
行
し
て
逐
次
完
成
寸
る
予
定
で
あ
る
o

公
園
緑
地
計
画
に
つ

い
て
は
、
当
町
は
自
然
的
条
件
に
恵
ま
れ
、
多
摩
動
物
公

闘
を
は

じ
め
と
し
て
、
い
く
つ
か

の
公
園

緑
地
を
有
じ
て
い
す
ハ
リ
が

、
こ

れ
等
を
勘
案

し

て
、
新
民

二
三

公
開
、
四

緑
地
を
計
画

し
た
0

(

関
係
図
四
の
三
)

そ
の
他
、
公

共
施
設
と
し
て
は

¥
多
摩
川
、
浅
川
の
合
流
点

K
配

し
た
し

尿
康
芥
処
理
施
設
の
拡
張
完
備
を
は
か
る
ほ
か
、

神
明
上
区
画
整
理
区
域

κ
、
一
大
学
校
用
地
を
確
保
し

、
既

r
そ
の

一
部

K
実
践
女
子
大
附
属
高
校
を
誘
致
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
野
町
は
自
然
的
環
境
む
4
4
4

慮

し
た
土
地
区
間
整
理
事
業
代
よ
り
、
市
街
地
の
形
成
を
は
か
る
と
と
も

に
公
共
施
設

を
増
強

し
て
ゆ
く
計
画
で
あ
る
。

守
「
U
7
J
 

， 



(ロ)

途

地

域

(
関
係
図

四
の
一
参
照
)

従
来
、
立
川
都
市
計
画
区

域
お
よ

び
八
王
子
都
市

計
画
区
域
と

し
て

決
定

し
て
い
た
も
の

を
、

変
更

し
、
市
街
地
開
発
区
域
の
構
想

K
適
合
す
る
よ

う

K
次

の
よ
う
に
改
め
た

o

工
業
地
域
は
既
指
定
地
域
K
、
豊
田
駅
西
方
平
山
台
地
区
を
加
え
た

o

準
工
地
域
は
既
指
定
地
域
K
接

し
て

追
加
拡
大
し
た

o

住
居
地
域
は
新
に

京
王

線
高
橋
不
動
駅
及
び
平
山
駅
周
辺
を
指
定
し
た

o

商
業
地
域
は

、

E
野
、
豊
田
、
平
山
、

高
時
不
動
の
各
駅
す
中
心
と
し
て
指
定
し
た
。

日
野
都
市
計
画

と
し
て

用

商 住 準工
メ口入 用

業 居
工途
業

業 地

域
地 地 地 穆

言十

域 域

面

積

一 一、 、 ~ 

ヨ三 一 一 J、、

寸コ 一 ブじ ク

一一一、三玉 一τ=、一・ーー、 タ、
ブじ 区ヨ 二二 プて

|百

分 l

一
o /、、 一上ヒ
ζコ、 区ヨ、 一一、

r-、
ζ〉 プて ー一 寸コ プて qも

'-.../ 

昭

建芳日 摘

A
叫
{
J
J
 

い

準

火

地

域

(

関
係
図
四
の
二
参
照
)

商
業
地
域
の
全
部
、
日

野
駅
周
辺
住
居
地
域
及
び
高
橋
不
動
駅
周
辺
住
居
地
域
、

工
地
域
の
各
一
部
四
三
、
六
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
す

準
防
火
地
域
(
昭
三
六

、

一

、

定
し
た
。 防

国

道

二

O
号

線
沿
い

の
住
居
及
び
準

九
建
設
省
告
示
芳

二

五
九

九
号
)

に
指

空

地

区
(
関
係
図
四
の
二
参
照
)

住
居
地
域
内
の
空
地
を
確
保
し
、
》
わ
せ
て
、
住
民
の
健
康
、
防
災
?
考
慮
し
て
空
地
地
区
を
定
め
た

o

指
定
K
あ
た
っ
て
は
、
計
画
市
街
地
区
域
外
の
性
居
地
域
に
つ
い
て
は
す
っ
一
種
、
計
画
市
街
地
区
域
陀
つ
い
て
は
芳
二
種

才
三
種
、
け
7
・
四
種

を
、
区
画
整
理
事
業
に
よ
h
y

市
街
地
と
し
て
整
傍
中
の
区
域

K

は
升

尺
種
を
指
定
し
た

地



才 一1Fil 才 空
ムlコ 八四

手重 種 種 種 手重. 地
~空 地

地 !:f:岳地 域
言十 地地地 地地 ネ重

区区区 区区 別

積面
一
一 一 一 ァて 一

〆ー、、

"'" 寸コ プミミ 一 区ヨ 一 一 ク
一 ブし、 プて、一一、 プし、 ア‘て、 タ、
ブじ 区ヨ o 

ノレ
'--ノ

百

介一
〈コ 一 率
ζコ、一←一‘ 、

qもζコ

I 建和昭
摘

要

休)

緑

地

(
関
係
図

四
の
三

参
照
)

緑
地
は
昭
和
十
八
年

八
月
、
す
一川
都
市
計

画
と

し

て

一

ケ

所

?
決
定
し
て
い
た
が
、

月
日
野
都
市
計
画
と
し
て
四
ケ
所
す
指
定
し
た
。

こ
れ
を
改
め
て
昭
和
三
十
六
年

番

四 一 一一 一
ヲr=ーJコ' 

メι〉1、 ヰヒ 大 日 イ中 名

)! I 木

原 島 野 日 粉、

日

野野野 野
町 町

、
町

言十
新 宮

豊田
日

井 地 野

地 内

相芝室内 | 地内内
置

面積

，，--.、

"'" tz:g 一 ク
o 、 プミミ 一一、 lZ9 プて タ
寸コ ブじ tz:g 一 一一一 ノレ

¥ノ

建末日
摘

設一

U 1/ // 省十
TA4三J /ノ4同~

示年

フナ十
二月
二五
八日 要
一一一-0 コ

k
u
 

寸
/

ト)

関

(
陶
係
図
四
の

三
参
照
〉

当
町
は
首
都
圏
整
備
法

K
よ
り

、
市
街
地
開
発
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
急
速
な
市
街
化
が
進
行
し
て
い
る
現
況
陀

か

ん

が
み
、

住
民
の
教
養
、

慰

楽
、
防
災
、
健
康
陀
資
寸
マ
ハ
o

た
め
、
次
の
よ
う
陀
公
闘
を
指
{一止
し
た
。

/、
.. 1..:， 



番
¥ 

一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一一一 o ブじ ^ 寸コ フ宍 ヨヨL 区日 三三 〈コ 一 τEヨコ

→ 作r=ヨzヨ 百 林 五三詑な ご々佐コ 延安 宮矢 権 七 緑 |日i多 日
メに合1、1庁長
草 回 宮

J口C口』 さ主正語三ど の ~~. 
ツ ケ 野摩 E予 名

不
ニT土了ニ 士τす. 

公 l| 公山 塚 丘台平
中

動 fぷλ¥ ノ斗¥三、 ~ λ ~ム、. oλo o o ~ I ~、 ノぷ-A1. 
央

ノA司三1、. .ぷr人¥ 

国 民i底 国 医j関 |闘 国 国 医! 国 関 医li関 国
芳'
一

ブ2Jし← 
称

¥、J

日
1/ 1/ 1/ 11 1/ 1/ 1/ 1/ // 1/ 1/ // 1/ 1/ 野 位

宙了

→ liε=f、百 百 豊 長事 林 宿 ー上.七 ヰヒ 奥 冬 大
言十 11特 革 草 回 回 際 打 願 畏 屋 ツ 御 原 摩 久
地 士也 士出 八 宮 地 地寺 地 敷 塚 越 地 耳乙 保

内 内 内 ケ 根 内 内土砂 内 地 地J 自守 内 地 地 置

下 地 内 内 内 地 内 内

地 内 内

内

面積

一 ~ 

区ヨ、 一 o o 、〈コ o 〈コ Cコ〈コ 寸コ、o 、 Cコ三三 一
J、、

一、一、 、 、

一 寸コ 一 IZB 区ヨ 三三 一 一一一 一一一 ヨ三 一 区ヨ ζコ ^ 
ク
タ

o 〈コ Cコ〈コ 〈コ プて ζコo 〈コ 〈コ 〈コ ヨ三 Cコ
ノレ
¥ノ

書署戸交
摘

H 1/ 1/ 1/ ノγ // 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ /γ 1/ 1/ 

日
刀フナて ー

三 O
ー-、
ノ、 要
四五

!号

路
(
関
係
図
四
の
四
参
照

)

当
町
は
市
街
地
開
発
を
促
進
寸
る
た
め

K
幹

線

m
号
線
(
甲
州
街
道
)
及
び
協
号

線
(
東
京

l
八
王
子
線
)
の
整
備
に
よ

っ
て
八
王
子
及
び

東
京
方
面

と
の
連
絡

を
密

K
し
、
北
多
摩
郡

と
の
搾
絡
を
は
か
る
た
め
に
立
川
!
日
野
線
を
決
定
し
た

ほ

次
の
よ
う
に
二

O
路
線
に
よ
る

道
路
網
を
庁

め
た
。

街
カミ

J
0
 

7
/
 



1寸ニ 一

一

街

路

番

号

ー一

十

斗
寸
心
川
千

J
1ム
街

路

名

称

起

点

終

点

一
等
級

一
種
別
一
番
号
一

一

二

一

一

二

一

一

東

京

、

八

王

子

線

日

野

町

新

井

北

河

原

日

野

町

豊

田

小

高

田

一

一

一

一

一

二

ニ

一

谷

田

、

傘

松

線

一

日

野

町

川

辺

堀

之

内

一

日

野

町

日

野

傘

松

「
l
i
r
-
-
-「

L
i
l
l
i
-
-
1
1
1011L
i
l
l
i
-
-
11

1
1
1
1
iL

一ll

一

一

一

一

一

豊
田

駅

前

、

奥

原

線

日

野

町

豊
田
上
原

zfK-

一

日
野
町
日
野
富
士
塚
一

i

一
¥心一に心にUγ

一て-三

1
1
一

入

一
一
二
五

、

i
l-
-
l
i
l
i
-
-
J

一「叫
↓
ゴ
引

寸
i
l
l
a
--

一

日
野
町

B
野

四

ツ

令

立

川

市

宮

士

見

町

一

J

い
一
-

-

R
l

一

一
一
五
、
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(チ)

土
地
区
画
整
理
(
関
係
図
四
の
五
参
照
)

当
町
民
は
昭
和
三
十
一
年
、
八
王
子
都
市
計
画
豊
田
区
画
整
理
事
業
施
行
区
域

ι
し
て
庁
め
ら
わ
た
も
の
と
、
昭
和
三

十
四
年
都
市
計
画
豊
田
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
と
し
て
指
{
一
比
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
つ
の
区
域
か
あ
っ
た
か
、
日

野
都
市

計
画
が
独
立
寸
る
に
お
よ
び
、
こ
の
両
地
域
を
改

め
て
、
日

野
都
市
計
画
豊
田
土
地
区
商
整
理
事
業
と
し
て
決
定
し
、

本
住
宅
公
団
が
事
業
を
執
行
し
た
。

ま
た

豊
田
駅
西
北
部
台
地
の
工
業
団
地
造
成
を
目
的
と
し
た
平
山
台
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

を
決
定
し
、
現
在
事
業
認
可
申
請
中
で
忘
る
。

日
野
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
状
況

日

昭
和
三
十
五
年
六
月
区

域

E召 昭 決

一 一一 一
五 -ノ4¥4 A 、 、

一 年

EfEL¥ - 一
一、 、
月

一 一
一

一 五 日一

建 建
設 き民八又， とにと3 

省 省
とにと3 εに士1ニ 刀て

万て 刀て

芳? 売卜 番
、 一、
一 ^ τE=コヨ
Cコ ブじ

ヨヨL ^ 
下Eコ二F τEラコ

区平 区豊:
商山 函田 事

整合 整 士 業
理土 理地

名
事 地 事

業 業

粟日

上粟田、町野日日ノ町要予 区

美里巴Z 
ノ野

西長各号音耳Z、f
ノ出宇、ご

雇豊R 

各の之堀内音sUJ 
分

平南
部 ヰ南乙、

l高陥 宮

一 一

( 主毛?う地穣一一一 一一一

ζ〉、 一、

-79一

(2) 

工
場
誘
致
の
概
要

日
野
町
は
、
既
述
の
と
お
り
工
場
立
地
条
件
陀
恵
ま
れ
、
昭
和
初
期
よ
り
多
数
の
工
場

が
進
出

L
て
い

る
が

¥
一
史
陀
昭
和

三
十
四
年
、
工
場
誘
致
及
び
育
成
条
例
を
設
け
て
¥
新
工
場
の
誘
致
と
既
設
工
場
の
育
成
す
は
か
っ
た
結
果
、

新

K
一東
芝
電

機
験
日
野
工
場
、
東
芝
タ
イ
プ
一
フ
イ
ー
♂

1
脚
、
帝
国
人
絹
体
、
雪
印
乳
業
砂

、
古
河
電
機
、
千
代
田
自

動
車
体
及

び
こ

れ
枯
れ-

K
付
随
す
る
工
場
の
新
設
、

小

西

六

写
真
ヱ
業
併
、
富
士
鷲
機
製
造
砂
、
神
鋼
管
機
併
、
日
本
筒
絹
併

等
の
大
幅
な
地
設
を

み
た
の
で

忘

る
か

べ

末
だ
次
の
よ
う

κ
、

約
二

O
万
坪
以
上
の
工
場
適
地
を
残

し
て

お
り
、

新

工
場
の

誘

致

か
可

認

で
あ
る

，

即
ち
国
道
二

O
号
線
陀
沿
う
北
部
工
業
地
域
(
二
四
七
、
七

一=一

坪
〕
陀
は
、
小
西
六
写

真

工
業
妙

、
日

野
自
動

車
俗
、

神

鋼
電
機
併
が
、
ま
た
豊
田
駅
北
部
工
業
地
域
(
四
ニ
、
四

0
.0

坪
〉
に
は
富
士
電
機
製

造
併
が

殆
ど
そ
の

全
地
域
を
占

め

て
お



新
工
場
の
進
出
余
地
は
な
い
か
、
羽
田
ヒ
ユ

l

ム
管
併
、
オ
リ
エ
ン
ト
時
計
併
、
雪
印
乳
業
炉

の
所
在
す
る
東
部
準

工

業
地
域
(
ニ

O

一
ニ
、
ニ
四
九
坪
)
及
び
東
芝
電
機
併
、
東
芝
タ
イ
プ

併

、
千
代
田
自
動
車
併
、
帝
国
人
絹
併
等
の
属
寸
る
西
部

工
業
地
域
(
ニ
一
四
、
九
八
七
坪
)
の
各
々
に
は
約
一

O
万
好
の
余
地
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

一同

農

地

転

用

の

状

況

、

杓ノ

昭 昭 昭 年
メ口入 一 一 一 度一一 一 一一
七 」/一¥ 五 月Ij

吃コ 七 i七農

一 三三 --t:; 

プ一て町 七町七地
ヨ三 プて

豆玉 反 反 i

言十 o 畝 〈コ Io~'1 

区ヨ 歩 四 0 積
歩 1

区ヨ 一 一

二町 一町
三三

農一町
八反
ア‘て
ーロ 反 三三 反 業

o iñ~ 一 政 一畝 一畝 委
Cコ歩 てコ /ν、 ブじ 歩 歩

貝

会

一一一 を|

一一 寸コ 区ヨ 町 経i
一町 ヨ王町

寸コ 反 て:
ブじ 反 il9 反 ブし 反 農 t

畝 一敵
ヨ三 畝
一敵 地，1

一 区ヨ 歩 /¥. 
o 歩

転 i
歩 歩 用

|学
を

ヨ三 lZQ 許 l

一町 ノ『、 町際可
〈コ 反
区ヨ畝 一一一 畝

区ヨ 反
隣し一畝 cコ畝 すこ

フaて歩 五歩七歩 区B 1u、
地 面
積

一町
一 そ
田了

^ 。反i九反
一反

一
畝 三畝。畝

一一 区ヨ プて 歩
」歩i 歩1

門

U
戸

M
U

(4) 

清
掃
事
業
の
概
要

経
過
説
明

当
貯
は
昭
和
二
十
九
年
よ
り
し
尿
及
、
び
じ
ん
か
い
収
集
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、
昭
和
三
十
三
年
二
月
旧
七

生
村
と

の
合
併
及
び
首
都
圏
整
理
法

K
基
く
市
街
地
開
発
区
域
の
指
庁
等
種
々
の
条
件
が
重
な
り
遂
年
人
口
が
増
加
し
て

き

た

の

で
、
旧
来
よ
り
実
施
し
て
き
た
し
尿
の
農
家
還
元
K
よ
る
処
四
方
法
は
化
学
肥
料
の
普
及
に
よ
り
著
し
い
減
少
す
き
た
し
、

不
衛
生
処
介
を
せ
ざ
る
得
な
い
状
態
に
な
っ
た
の
で
当
町
の
東
方
K
位
寸
る
多
摩
川
、
河
川
敷
約
九
、
九
五

O

平
方
米
の
占
有

許
可
す
得
て
昭
和
三
十
三
年
度
よ
り
二
ヶ
年
継
続
事
業

K
よ
り
一
日
当
り
二
七
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
約
二
七
、
0

0

0

人
の
処
理

能
力
を
有
寸
る
し
尿
処
理
場
と
、
一
日
当
り
七
、
五
ト
ン
の
ご
み
焼
却
場
を
併
設
し
た
施
設
の
建
設
に
着
手
し
、
昭
和
三
十



四
年

十
二

月
に
完
成

し
た
。
向
¥

れ
た
。

当
町
は
昭
和
三
十
三
年

九
月
、

東
京
都
知
事
よ
り

全
地
域
を

特
別炉

清
掃
地
域
陀
指

{古川

さ

2. 

そ

の
後
、
都
市
計
画

K
よ
る
市
街
地
化
、
大
規
模
工
場
の
進
出
、

宅
地
造
成
答
に
よ
り

当
町

の
発
展

は
目

ざ
ま

し
く

¥

き
将
来
十
万

人

の
都
市
誕
生
か
実
現
寸
る
様
相
を

示
し
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
滑
鮒
樹
係
事
業
も

人

口
増
加

陀
正
比
例
し
て

急
増

し
現
有
の
施

設

で
は
到
低

完
全
処

縛
か

不
可
能
の

状

況
と

な
っ
た
の
で
、

昭

和
三
十

六
年
度
に

一
日
当
り

七
、
五
ト
ン

の
焼
却
能
力
を
有
す
司
令
ご

み
焼
却

場
を
増
設
し
た
。
ま
た

、

沼

和
三
十

七
年
度
よ
り
二
ヶ
年
継
続
一
事
業
を
以
て

一
日
当
り
五

四

キ
ロ
リ

ッ
ト
ル
、

約
五
回
、
0

0

0

人

の
し
尿
を
処
理
寸

る

処

理
場
を
増
設
中
托
し
て
本
年

十

一
丹
完
成
の
見
込
み
で
あ
る
o

こ
れ
が
完
成
寸

λ
e
と
既

設

と
を

あ
わ
せ

L
尿
に
お
い

て

は

一
日
当
り

八
一

キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
、

ご
み
の
場
合
は

一
五

ト
ン

の
終
末
処
理

が
可
能
と
な
る
o

ま
た
本
年

三
月

ご

み
焼
却

場
増
設
の
都
市
計
画
決
定
は

一一一

0

ト
ン

で
あ

り
、

将
来
増
設
の
見
込
み
で
あ

る
。

事
業
の
概
要

し
尿
処
理
状
況

全
世
帯
の
約

四
八
婦
、

六
、五

五
O

世
帯

(
会
社
、

駅
¥

学

校
等
の

大
口
を
含
む
)
が

し
尿
処
理
す
必

要

と
し

¥
町
の

委

託
業
岩
』に

よ
っ
て
処

理
さ

れ
て
い

る
。
町
の
参
託
業
考

は
現
在

阿
社

去
り
バ
キ

ュ
ー
ム

車
六
台
で
収
集

し、

年
間

の
、激

取
量
は

一
六、五
0

0

キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
で

あ
る
。
残
る
五
二
婦

の
世
帯
は
下
水
道
、

浄
化
槽
、
自
己
処
理

等

で
あ
る
か

月
平
均

五

O
世
帯
程
度

の
し
尿
処

理
必
要
世
帯

、か
増
加

し
て
い

る
。

ご
み
処
理

の
状
、況

本
町

の
ご

み
処

理
す
必

要

と
寸
る
世
帯
は
全
世
帯
の
六

ニ
婦
、
八
、四
五
O

世
帯
で
、
う
ち
五
、
五
九
O

世
帯
を
直
営
で
収
集、ニ、

八

六
O

世

帯

を
委
託
業
者

K
参
託

し
て

い
る
o
運
搬
車
は
直
営
五

台
、
委
託
二
台
で
十
日
毎

K
収
集

し
年
間

の
収
集

量

は

約
四、九

O

六
ト

ン
に
達

し
て
い
る
。
向
、
後
述
の
如
く

本
年
度
よ
り

美

化
車

一二
台
を
購
入
し
ち

ゅ
う
芥
処
理

を
開
始
し

た

c

-81ι 

近
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3. 

処
理
施
設
の
概
要

、、，..同合

しん 種
み 尿
焼 処
去p Hf: 
場 場 別

増
既I設の既設

設 き民九又 号見九交 ー5ハヌ4 月11増!

昭 昭 昭 昭 起
一一一 一一一 一一一 一一一
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一一一 一 一 一
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一 一 一 一
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三三 区ヨ 〈コ 三三. 事
〈コ rzg 

ゴζ〉 --{::j 区ヨ

千円 費

一
寸コ、寸コ、三三

進!三三 三三 区ヨ

ト ト K1 
ン 二/

i昼間摘
数六 数は 三六宅 現存ヌロ
三事 回I#¥口E 戸 E EE 

一 要
Cぺ〉コ

昭
和

三

十

八

佐

七

戸

一
日
現
在

(5) 

美

化

運

動

の

状

況

当

町

は

昭

和

三

十

三

年

九

月

特

別

清

掃

地

域

K
指
定
さ
れ
ー

前

述

の

如

く

清

掃

関

係

事

業

の

ス
ム
ー
ス

な

運

営

K
努

力

し

て

き

た

が

、

昭

和

三

十

八

年

三

月

三

十

日

和

と

愛

の

精

神

を

も

っ

て

自

然

と

文

化

を

調

和

し
た

美

し

い

「

美

化
都
市
」

老

こ
と
を
宣
言
し
た
。

と
す

花も 実用三毛ニミてし趣

一逐先不生美花美、旨そ

ば次ず衛ゴイヒと化町のこ
い増、生ミ運樹灯白徹で

の設街イ間収動木の体底町

美のを所集 K を設にを民
し予明の処よ植蜜おはの

い庁る 美理 るえ レか 協

熊ーでく化 美ろ てる力
境あ犯 化。 もとと

とり罪 ノ、 次共公
す、のトの K 徳

る同な ロ よ、心
た時い ! う都の

め陀住 ノレ なの昂

、宅み 事首揚

花地よ 業者s ~ 
の造い を美は
種成町 実化か
を等と 施 i寧 ろ
無に寸 中野べ

料よる でにく

配りた あ相美
布次め そ呼イヒ
し介防 o応塔

植 K 犯 しの

樹失灯 て設
還な、‘ 、震

動わ和 白、

をれ灯 主懸
展つ以 的垂
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